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Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
、正
式
名
称
は「
独
立
行

政
法
人
日
本
貿
易
振
興
機
構（Japan 

External Trade O
rganization

）」は
、日

本
の
貿
易
促
進
と
対
日
直
接
投
資
に
関
す

る
事
業
の
総
合
的
な
実
施
、開
発
途
上
国

地
域
の
総
合
的
な
調
査
研
究
を
通
じ
て
、

諸
外
国
と
の
貿
易
拡
大
お
よ
び
経
済
協
力

を
促
進
、対
日
投
資
の
総
合
的
支
援
機
関

と
し
て
、外
国
企
業
に
対
す
る
誘
致
活
動

を
行
う
と
と
も
に
、外
国
企
業
の
日
本
拠

点
設
立
を
支
援
し
て
い
る
。具
体
的
に
は
、

中
堅
・
中
小
企
業
等
の
海
外
展
開
の
支
援
、

日
本
産
農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出
の
支
援
、

対
日
投
資
促
進
、海
外
経
済
・
産
業
の
調

査
を
主
要
業
務
と
し
て
い
る
。商
工
会
議

所
会
員
の
大
半
を
占
め
る
中
小
企
業
の
海

外
展
開
、海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
輸
出
・

投
資
を
検
討
し
て
い
る
企
業
に
対
し
、総

合
的
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
く
れ
る
経
済
産
業
省
所
管
の
独
立

行
政
法
人
で
あ
る
。

　
海
外
55
ヶ
国
に
74
事
務
所
、東
京
本
部
、

大
阪
本
部
、ア
ジ
ア
経
済
研
究
所（
千
葉
）、

各
都
道
府
県
に
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
43
事

務
所
を
有
し
て
い
る
。Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
滋
賀

の
開
設
は
、２
０
１
５
年
４
月
栃
木
、２
０

「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
」が
近
江
に
や
っ
て
く
る
！

１
５
年
10
月
宮
崎
に
次
い
で
、44
番
目
の

国
内
事
務
所
と
な
る
。

　
人
口
減
少
が
予
想
さ
れ
る
国
内
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
比
較
し
て
、海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
は
大
き
な
可
能
性
が
あ
り
、海
外
戦
略

を
志
す
時
に
大
き
な
サ
ポ
ー
ト
を
期
待
で

き
る
機
関
が
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
だ
。

　
海
外
取
引
に
挑
戦
す
る
滋
賀
県
内
事

業
所
の
多
く
は
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
大
阪
本
部

に
相
談
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。ま
た
、

大
津
の
公
益
財
団
法
人
滋
賀
県
産
業
支

援
プ
ラ
ザ
に
県
の
事
業
と
し
て
貿
易
投

資
相
談
窓
口
が
あ
り
、必
要
に
応
じ
て
大

阪
本
部
と
の
橋
渡
し
を
し
て
い
る
。相
談

支
援
内
容
に
も
よ
る
が
、大
抵
は
複
数
回

数
訪
問
す
る
こ
と
に
な
り
、県
内
に
Ｊ
Ｅ

Ｔ
Ｒ
Ｏ
窓
口
が
で
き
る
こ
と
は
格
段
に

利
便
性
が
良
く
な
り
、海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の

拡
大
に
繋
が
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。彦

根
商
工
会
議
所
は
、県
内
企
業
の
国
際
化

推
進
の
た
め
に
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
の
誘

致
を
要
望
し
、協
力
し
て
き
た
。

　
２
０
１
７
年
３
月
２
日
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

の
副
理
事
長
が
滋
賀
県
知
事
を
訪
問
し
、

滋
賀
県
に
対
し
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
設
置

決
定
に
係
る
通
知
書
を
手
交
し
、彦
根
商

工
会
議
所
１
階
に
設
置
す
る
こ
と
を
発

表
し
た
。長
く
親
し
ま
れ
て
き
た
産
業
展

示
室
は
、７
月
の
開
設
を
目
指
し
現
在
急

ピ
ッ
チ
で
改
装
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
は
、滋
賀
県
よ
り「
ジ
ェ

ト
ロ
滋
賀
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
設
置
要

望
書
」を
２
０
１
６
年
12
月
に
受
領
。滋

賀
県
は
、滋
賀
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら

国
内
外
の
需
要
を
開
拓
し
、取
り
込
む
こ

と
で
産
業
の
創
出
・
振
興
を
図
る
こ
と
が

必
要
と
の
考
え
の
も
と
、農
畜
水
産
物
や

地
場
産
品
な
ど
を
中
心
と
し
た
県
産
品

の
輸
出
促
進
、水
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の

中
小
企
業
の
海
外
展
開
、外
国
企
業
誘
致

や
観
光
資
源
の
情
報
発
信
な
ど
を
推
進

し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
は
貿
易
情

報
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
で
、滋
賀

県
と
の
連
携
を
さ
ら
に
緊
密
化
し
、従
来

以
上
に
地
域
ニ
ー
ズ
に
適
し
た
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
で
、地
方
創
生
や
地
域
経
済

活
性
化
に
資
す
る
具
体
的
な
成
果
を
創
出

し
て
い
く
。

　
設
置
理
由
は
次
の
通
り
。

（
１
）滋
賀
県
に
は
、潜
在
的
に
競
争
力
の

あ
る
農
産
品
が
多
く
存
在
す
る
。２
０
１

６
年
３
月
に「
滋
賀
県
農
畜
水
産
物
輸
出

戦
略
」を
策
定
し
、「
近
江
牛
」「
近
江
米
」

「
近
江
の
茶
」の
３
つ
を
重
点
品
目
に
、

「
湖
魚
」、「
花
卉（
か
き:

観
賞
用
に
な
る
よ
う
な

美
し
い
花
を
つ
け
る
植
物
の
総
称
）」、「
淡
水
真

珠
」等
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
品
目
に
設
定
し

た
。こ
れ
ら
品
目
の
海
外
販
路
拡
大
を
強

化
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

の
更
な
る
協
力
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）県
内
総
生
産
に
占
め
る
第
二
次
産

業
の
比
率
が
41
・
０
％
で
全
国
１
位（
２

０
１
３
年
度
）。県
内
に
は
縮
緬（
長
浜
）、

バ
ル
ブ
、仏
壇
、フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン（
彦

根
）、麻
織
物（
湖
東
）、製
薬（
甲
賀
・
日

野
）、陶
器（
信
楽
）、綿
織
物
、扇
骨（
高

島
）の
９
つ
の
地
場
産
業
が
あ
る
。２
０

１
６
年
３
月
に
は
、地
場
産
品
の
需
要
拡

大
等
を
基
本
理
念
と
し
た「
近
江
の
地
場

産
業
お
よ
び
近
江
の
地
場
産
品
の
振
興

に
関
す
る
条
例
」を
施
行
す
る
な
ど
、高

品
質
で
国
際
的
に
競
争
力
の
あ
る
県
内

製
品
を
世
界
に
発
信
し
、新
た
な
販
路
を

開
拓
す
る
と
と
も
に
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
を
図
る
上
で
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
協
力
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）琵
琶
湖
の
あ
る
滋
賀
県
で
は
水
環

境
関
連
企
業
も
集
積
し
て
い
る
。産
学
官

金
民
約
１
４
０
企
業
・
団
体
が
、「
し
が
水

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
組

織
。西
日
本
最
大
級
の
環
境
産
業
総
合
見

本
市「
び
わ
湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
」

（
本
年
で
開
催
20
回
目
）を
開
催
す
る
な

ど
、水
環
境
の
産
業
集
積
と
取
組
は
、潜

在
的
な
競
争
力
を
有
し
て
い
る
。

（
４
）京
阪
神
に
近
い
な
ど
利
便
性
が
高

い
同
県
に
は
既
に
外
資
系
企
業
26
社
が

進
出（
滋
賀
県
調
べ
）。県
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

と
の
連
携
を
強
化
し
、同
県
の
情
報
を
積

極
的
に
発
信
す
る
こ
と
で
外
国
企
業
誘

致
に
繋
げ
た
い
。県
内
に
は
自
然
環
境
や

食
品
、信
楽
焼
、織
物
産
業
な
ど
魅
力
あ

る
観
光
資
源
が
豊
富
。京
阪
神
に
近
い
立

地
も
あ
り
観
光
客
誘
致
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
あ
る
。

（
５
） Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
と
し
て
、滋
賀
県
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
具
体
的
な
成
果

を
創
出
す
る
た
め
、き
め
細
か
な
支
援
体

制
を
構
築
し
、自
治
体
等
と
一
層
連
携
し

事
業
実
施
す
る
こ
と
が
効
率
的
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、滋
賀
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、地
方
創
生
や
地
域
経
済
活
性
化

へ
の
更
な
る
貢
献
を
図
り
た
い
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
は
、情
報
提
供
と
相
談
支

援
、海
外
の
税
務
労
働
相
談
、個
別
企
業

支
援
、海
外
で
の
商
談
と
専
門
家
を
招
聘

し
て
の
商
談
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制

が
充
実
し
て
い
る
。情
報
量
が
圧
倒
的
に

多
く
、専
門
家
が
つ
い
て
個
別
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
も
ら
え
る
の
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

な
ら
で
は
の
こ
と
で
あ
る
。各
種
調
査
は

有
料
だ
が
、民
間
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
よ
り

は
る
か
に
低
料
金
で
あ
る
。海
外
展
示
会

に
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
が
ブ
ー
ス
を
も
っ
て

お
り
、出
展
も
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　
滋
賀
県
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
大
阪
本
部
の

２
０
１
４
年
度
利
用
実
績
は
、貿
易
投
資

相
談
が
１
２
４
件
、機
械
・
環
境
・
食
品
・

日
用
品
の
輸
出
商
談
支
援
が
25
社
、近
江

牛
の
輸
出
支
援
が
１
件
。海
外
展
開
の
個

別
支
援
が
14
社
と
、海
外
事
務
所
に
よ
る

ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
が
22
件
、そ
の
他
の
支

援
サ
ー
ビ
ス
が
12
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
近
隣
で
は
、平
成
24
年
度
実
績
で
Ｊ
Ｅ

Ｔ
Ｒ
Ｏ
福
井
が
３
７
５
件
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

岐
阜
は
４
０
０
件
弱
の
利
用
が
あ
っ
た
。

滋
賀
県
産
業
支
援
プ
ラ
ザ
に
は
年
間
２

８
０
件
の
相
談
が
あ
る
。Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
滋

賀
の
誘
致
が
成
っ
た
場
合
、大
阪
本
部
へ

の
直
接
相
談
の
ほ
か
、４
０
０
件
前
後
に

な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
年
間
維
持
費
は
、人
件
費
・
賃
借
料
・

事
務
費
・
広
報
費
・
通
信
費
な
ど
お
よ
そ

４
０
０
０
万
円
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
と
地
方
が
運
営
経
費
を
拠

出
し
て
共
同
設
置
す
る
も
の
で
、地
元
側

も
相
応
の
負
担
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か

し
、県
内
企
業
の
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
推

進
、新
た
な
起
業
、国
際
ビ
ジ
ネ
ス･

イ
ベ

ン
ト（
展
示
会
、コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
）開
催

の
情
報
収
集
、連
携
に
よ
り
イ
ン
バ
ウ
ン

ド･

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拡
大
、県
内
企
業
の

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
参
入
に
よ
る
雇
用

の
拡
大
な
ど
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
滋
賀
の
誘
致

に
よ
る
経
済
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

　
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
予
定
さ
れ
る
な
か
、

地
方
創
生
を
目
指
す
都
市
間
格
差
の
拡
大

と
人
口
減
に
対
応
す
る
施
策
に
後
押
し
さ

れ
な
が
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
込
み
、

観
光
産
業
は
加
速
度
を
増
し
成
長
を
続
け

る
に
違
い
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、人
口

減
少
と
高
齢
化
は
、労
働
人
口
の
減
少
と

国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮
小
を
意
味
し
、経

済
成
長
の
鈍
化
と
縮
小
を
示
唆
し
て
い

る
。そ
し
て
そ
の
傾
向
は
地
方
都
市
ほ
ど

顕
著
で
あ
る
。未
だ
か
つ
て
日
本
が
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
異
次
元
領
域
で
も
あ

る
。な
ら
ば
こ
そ
、彦
根
に
と
っ
て
千
載

一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
が
世
界
に
目
を
向
け
て
み
る

と
、国
や
地
域
に
よ
っ
て
は
人
口
の
増
加

が
予
測
さ
れ
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
眠

っ
て
い
る
。３
月
22
日
、当
所
に
て
通
常

議
員
総
会
の
閉
会
後
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
大
阪

本
部
長
の
藤
井
真
也
氏
か
ら
海
外
ビ
ジ

ネ
ス
の
市
場
動
向
や
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
各
種

支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
約
１
時
間
に
わ

た
り
解
説
が
あ
っ
た
。そ
の
中
で
、藤
井

氏
は
、ア
ジ
ア
に
お
け
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
、特

に
ア
セ
ア
ン（A

SEA
N

： A
ssociation of 

South‐
East A

sian N
ations  

東
南
ア
ジ

ア
諸
国
連
合
）の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
さ

れ
た
。ア
セ
ア
ン
は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
カ

ン
ボ
ジ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
タ
イ
・
フ

ィ
リ
ピ
ン
・
ブ
ル
ネ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
・
マ

レ
ー
シ
ア
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ラ
オ
ス
の
10

ケ
国
で
構
成
さ
れ
、事
務
局
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
あ
る
。

　
日
本
に
と
っ
て
第
２
の
貿
易
相
手
で
あ

り
訪
日
観
光
客
も
急
増
し
、過
去
10
年
間

で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
約
３
倍
と
な
る
な
ど
目
覚
ま

し
い
経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。中
間
層

も
急
増
し
、生
産
年
齢
人
口
の
ピ
ー
ク
は

２
０
４
０
年
後
半
と
予
想
さ
れ
、世
界
各

国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
当
所
夏
原
副
会
頭
は
、「
こ
れ
か
ら
の
時

代
、日
本
だ
け
で
な
く
、海
外
に
目
を
む
け

る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
重
要
か
が
、示
さ
れ

た
数
字
か
ら
も
よ
く
解
る
。最
近
、イ
ン

ド
に
出
か
け
る
人
が
多
く
な
っ
た
。カ
ー

ス
ト
制
度
が
残
り
様
々
な
マ
イ
ナ
ス
情
報

が
先
行
す
る
国
だ
が
、イ
ン
ド
の
プ
ラ
ス

イ
メ
ー
ジ
が
私
た
ち
に
は
知
ら
さ
れ
て
い

な
い
。彦
根
に
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
事
務
所
が

で
き
、新
し
い
世
界
が
一
気
に
広
が
る
の

で
は
な
い
か
。」と
謝
辞
の
な
か
で
、Ｊ
Ｅ

Ｔ
Ｒ
Ｏ
滋
賀
へ
の
期
待
を
語
っ
た
。

　
彦
根
に
未
だ
眠
る
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

た
ち
に
と
っ
て
も
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
滋
賀
が
こ

の
ま
ち
に
存
在
す
る
こ
と
は
、大
き
な
ア
ド

バ
ン
テ
ー
ジ
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。世
界
を
相
手
に
事
業
を
展
開
す
る
。そ

れ
が
成
長
の
秘
訣
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

JETRO is coming to OHMI
2017.7.

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
滋
賀

（
滋
賀
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
）
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国内市場は縮小
■日本の人口は2010年をピークに減少、高齢化も進行

拡大するアジア消費市場

アジア各国の人口ピラミッド

■ 2020年 アジアの中間層（世帯年間可処分所得約5,000ドル～ 35,000ドル）は
　 20億人、富裕層（35,000ドル以上）は2.26億人
■ 特に中国の伸びが顕著  富裕層  2010年：2,100万人→1億2,600万人

出所：内閣府H24年版  高齢社会白書

出所：国連  世界人口予測（2012年改訂版）

出所：通商白書

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
、正
式
名
称
は「
独
立
行

政
法
人
日
本
貿
易
振
興
機
構（Japan 

External Trade O
rganization

）」は
、日

本
の
貿
易
促
進
と
対
日
直
接
投
資
に
関
す

る
事
業
の
総
合
的
な
実
施
、開
発
途
上
国

地
域
の
総
合
的
な
調
査
研
究
を
通
じ
て
、

諸
外
国
と
の
貿
易
拡
大
お
よ
び
経
済
協
力

を
促
進
、対
日
投
資
の
総
合
的
支
援
機
関

と
し
て
、外
国
企
業
に
対
す
る
誘
致
活
動

を
行
う
と
と
も
に
、外
国
企
業
の
日
本
拠

点
設
立
を
支
援
し
て
い
る
。具
体
的
に
は
、

中
堅
・
中
小
企
業
等
の
海
外
展
開
の
支
援
、

日
本
産
農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出
の
支
援
、

対
日
投
資
促
進
、海
外
経
済
・
産
業
の
調

査
を
主
要
業
務
と
し
て
い
る
。商
工
会
議

所
会
員
の
大
半
を
占
め
る
中
小
企
業
の
海

外
展
開
、海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
輸
出
・

投
資
を
検
討
し
て
い
る
企
業
に
対
し
、総

合
的
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
く
れ
る
経
済
産
業
省
所
管
の
独
立

行
政
法
人
で
あ
る
。

　
海
外
55
ヶ
国
に
74
事
務
所
、東
京
本
部
、

大
阪
本
部
、ア
ジ
ア
経
済
研
究
所（
千
葉
）、

各
都
道
府
県
に
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
43
事

務
所
を
有
し
て
い
る
。Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
滋
賀

の
開
設
は
、２
０
１
５
年
４
月
栃
木
、２
０

１
５
年
10
月
宮
崎
に
次
い
で
、44
番
目
の

国
内
事
務
所
と
な
る
。

　
人
口
減
少
が
予
想
さ
れ
る
国
内
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
比
較
し
て
、海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
は
大
き
な
可
能
性
が
あ
り
、海
外
戦
略

を
志
す
時
に
大
き
な
サ
ポ
ー
ト
を
期
待
で

き
る
機
関
が
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
だ
。

　
海
外
取
引
に
挑
戦
す
る
滋
賀
県
内
事

業
所
の
多
く
は
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
大
阪
本
部

に
相
談
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。ま
た
、

大
津
の
公
益
財
団
法
人
滋
賀
県
産
業
支

援
プ
ラ
ザ
に
県
の
事
業
と
し
て
貿
易
投

資
相
談
窓
口
が
あ
り
、必
要
に
応
じ
て
大

阪
本
部
と
の
橋
渡
し
を
し
て
い
る
。相
談

支
援
内
容
に
も
よ
る
が
、大
抵
は
複
数
回

数
訪
問
す
る
こ
と
に
な
り
、県
内
に
Ｊ
Ｅ

Ｔ
Ｒ
Ｏ
窓
口
が
で
き
る
こ
と
は
格
段
に

利
便
性
が
良
く
な
り
、海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の

拡
大
に
繋
が
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。彦

根
商
工
会
議
所
は
、県
内
企
業
の
国
際
化

推
進
の
た
め
に
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
の
誘

致
を
要
望
し
、協
力
し
て
き
た
。

　
２
０
１
７
年
３
月
２
日
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

の
副
理
事
長
が
滋
賀
県
知
事
を
訪
問
し
、

滋
賀
県
に
対
し
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
設
置

決
定
に
係
る
通
知
書
を
手
交
し
、彦
根
商

工
会
議
所
１
階
に
設
置
す
る
こ
と
を
発

表
し
た
。長
く
親
し
ま
れ
て
き
た
産
業
展

示
室
は
、７
月
の
開
設
を
目
指
し
現
在
急

ピ
ッ
チ
で
改
装
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
は
、滋
賀
県
よ
り「
ジ
ェ

ト
ロ
滋
賀
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
設
置
要

望
書
」を
２
０
１
６
年
12
月
に
受
領
。滋

賀
県
は
、滋
賀
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら

国
内
外
の
需
要
を
開
拓
し
、取
り
込
む
こ

と
で
産
業
の
創
出
・
振
興
を
図
る
こ
と
が

必
要
と
の
考
え
の
も
と
、農
畜
水
産
物
や

地
場
産
品
な
ど
を
中
心
と
し
た
県
産
品

の
輸
出
促
進
、水
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の

中
小
企
業
の
海
外
展
開
、外
国
企
業
誘
致

や
観
光
資
源
の
情
報
発
信
な
ど
を
推
進

し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
は
貿
易
情

報
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
で
、滋
賀

県
と
の
連
携
を
さ
ら
に
緊
密
化
し
、従
来

以
上
に
地
域
ニ
ー
ズ
に
適
し
た
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
で
、地
方
創
生
や
地
域
経
済

活
性
化
に
資
す
る
具
体
的
な
成
果
を
創
出

し
て
い
く
。

　
設
置
理
由
は
次
の
通
り
。

（
１
）滋
賀
県
に
は
、潜
在
的
に
競
争
力
の

あ
る
農
産
品
が
多
く
存
在
す
る
。２
０
１

６
年
３
月
に「
滋
賀
県
農
畜
水
産
物
輸
出

戦
略
」を
策
定
し
、「
近
江
牛
」「
近
江
米
」

「
近
江
の
茶
」の
３
つ
を
重
点
品
目
に
、

「
湖
魚
」、「
花
卉（
か
き:
観
賞
用
に
な
る
よ
う
な

美
し
い
花
を
つ
け
る
植
物
の
総
称
）」、「
淡
水
真

珠
」等
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
品
目
に
設
定
し

た
。こ
れ
ら
品
目
の
海
外
販
路
拡
大
を
強

化
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

の
更
な
る
協
力
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）県
内
総
生
産
に
占
め
る
第
二
次
産

業
の
比
率
が
41
・
０
％
で
全
国
１
位（
２

０
１
３
年
度
）。県
内
に
は
縮
緬（
長
浜
）、

バ
ル
ブ
、仏
壇
、フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン（
彦

根
）、麻
織
物（
湖
東
）、製
薬（
甲
賀
・
日

野
）、陶
器（
信
楽
）、綿
織
物
、扇
骨（
高

島
）の
９
つ
の
地
場
産
業
が
あ
る
。２
０

１
６
年
３
月
に
は
、地
場
産
品
の
需
要
拡

大
等
を
基
本
理
念
と
し
た「
近
江
の
地
場

産
業
お
よ
び
近
江
の
地
場
産
品
の
振
興

に
関
す
る
条
例
」を
施
行
す
る
な
ど
、高

品
質
で
国
際
的
に
競
争
力
の
あ
る
県
内

製
品
を
世
界
に
発
信
し
、新
た
な
販
路
を

開
拓
す
る
と
と
も
に
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
を
図
る
上
で
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
協
力
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）琵
琶
湖
の
あ
る
滋
賀
県
で
は
水
環

境
関
連
企
業
も
集
積
し
て
い
る
。産
学
官

金
民
約
１
４
０
企
業
・
団
体
が
、「
し
が
水

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
組

織
。西
日
本
最
大
級
の
環
境
産
業
総
合
見

本
市「
び
わ
湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
」

（
本
年
で
開
催
20
回
目
）を
開
催
す
る
な

ど
、水
環
境
の
産
業
集
積
と
取
組
は
、潜

在
的
な
競
争
力
を
有
し
て
い
る
。

（
４
）京
阪
神
に
近
い
な
ど
利
便
性
が
高

い
同
県
に
は
既
に
外
資
系
企
業
26
社
が

進
出（
滋
賀
県
調
べ
）。県
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

と
の
連
携
を
強
化
し
、同
県
の
情
報
を
積

極
的
に
発
信
す
る
こ
と
で
外
国
企
業
誘

致
に
繋
げ
た
い
。県
内
に
は
自
然
環
境
や

食
品
、信
楽
焼
、織
物
産
業
な
ど
魅
力
あ

る
観
光
資
源
が
豊
富
。京
阪
神
に
近
い
立

地
も
あ
り
観
光
客
誘
致
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
あ
る
。

（
５
） Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
と
し
て
、滋
賀
県
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
具
体
的
な
成
果

を
創
出
す
る
た
め
、き
め
細
か
な
支
援
体

制
を
構
築
し
、自
治
体
等
と
一
層
連
携
し

事
業
実
施
す
る
こ
と
が
効
率
的
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、滋
賀
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、地
方
創
生
や
地
域
経
済
活
性
化

へ
の
更
な
る
貢
献
を
図
り
た
い
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
は
、情
報
提
供
と
相
談
支

援
、海
外
の
税
務
労
働
相
談
、個
別
企
業

支
援
、海
外
で
の
商
談
と
専
門
家
を
招
聘

し
て
の
商
談
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制

が
充
実
し
て
い
る
。情
報
量
が
圧
倒
的
に

多
く
、専
門
家
が
つ
い
て
個
別
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
も
ら
え
る
の
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

な
ら
で
は
の
こ
と
で
あ
る
。各
種
調
査
は

有
料
だ
が
、民
間
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
よ
り

は
る
か
に
低
料
金
で
あ
る
。海
外
展
示
会

に
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
が
ブ
ー
ス
を
も
っ
て

お
り
、出
展
も
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　
滋
賀
県
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
大
阪
本
部
の

２
０
１
４
年
度
利
用
実
績
は
、貿
易
投
資

相
談
が
１
２
４
件
、機
械
・
環
境
・
食
品
・

日
用
品
の
輸
出
商
談
支
援
が
25
社
、近
江

牛
の
輸
出
支
援
が
１
件
。海
外
展
開
の
個

別
支
援
が
14
社
と
、海
外
事
務
所
に
よ
る

ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
が
22
件
、そ
の
他
の
支

援
サ
ー
ビ
ス
が
12
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
近
隣
で
は
、平
成
24
年
度
実
績
で
Ｊ
Ｅ

Ｔ
Ｒ
Ｏ
福
井
が
３
７
５
件
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

岐
阜
は
４
０
０
件
弱
の
利
用
が
あ
っ
た
。

滋
賀
県
産
業
支
援
プ
ラ
ザ
に
は
年
間
２

８
０
件
の
相
談
が
あ
る
。Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
滋

賀
の
誘
致
が
成
っ
た
場
合
、大
阪
本
部
へ

の
直
接
相
談
の
ほ
か
、４
０
０
件
前
後
に

な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
年
間
維
持
費
は
、人
件
費
・
賃
借
料
・

事
務
費
・
広
報
費
・
通
信
費
な
ど
お
よ
そ

４
０
０
０
万
円
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
と
地
方
が
運
営
経
費
を
拠

出
し
て
共
同
設
置
す
る
も
の
で
、地
元
側

も
相
応
の
負
担
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か

し
、県
内
企
業
の
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
推

進
、新
た
な
起
業
、国
際
ビ
ジ
ネ
ス･

イ
ベ

ン
ト（
展
示
会
、コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
）開
催

の
情
報
収
集
、連
携
に
よ
り
イ
ン
バ
ウ
ン

ド･

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拡
大
、県
内
企
業
の

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
参
入
に
よ
る
雇
用

の
拡
大
な
ど
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
滋
賀
の
誘
致

に
よ
る
経
済
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

　
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
予
定
さ
れ
る
な
か
、

地
方
創
生
を
目
指
す
都
市
間
格
差
の
拡
大

と
人
口
減
に
対
応
す
る
施
策
に
後
押
し
さ

れ
な
が
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
込
み
、

観
光
産
業
は
加
速
度
を
増
し
成
長
を
続
け

る
に
違
い
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、人
口

減
少
と
高
齢
化
は
、労
働
人
口
の
減
少
と

国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮
小
を
意
味
し
、経

済
成
長
の
鈍
化
と
縮
小
を
示
唆
し
て
い

る
。そ
し
て
そ
の
傾
向
は
地
方
都
市
ほ
ど

顕
著
で
あ
る
。未
だ
か
つ
て
日
本
が
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
異
次
元
領
域
で
も
あ

る
。な
ら
ば
こ
そ
、彦
根
に
と
っ
て
千
載

一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
が
世
界
に
目
を
向
け
て
み
る

と
、国
や
地
域
に
よ
っ
て
は
人
口
の
増
加

が
予
測
さ
れ
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
眠

っ
て
い
る
。３
月
22
日
、当
所
に
て
通
常

議
員
総
会
の
閉
会
後
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
大
阪

本
部
長
の
藤
井
真
也
氏
か
ら
海
外
ビ
ジ

ネ
ス
の
市
場
動
向
や
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
各
種

支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
約
１
時
間
に
わ

た
り
解
説
が
あ
っ
た
。そ
の
中
で
、藤
井

氏
は
、ア
ジ
ア
に
お
け
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
、特

に
ア
セ
ア
ン（A

SEA
N

： A
ssociation of 

South‐
East A

sian N
ations  

東
南
ア
ジ

ア
諸
国
連
合
）の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
さ

れ
た
。ア
セ
ア
ン
は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
カ

ン
ボ
ジ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
タ
イ
・
フ

ィ
リ
ピ
ン
・
ブ
ル
ネ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
・
マ

レ
ー
シ
ア
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ラ
オ
ス
の
10

ケ
国
で
構
成
さ
れ
、事
務
局
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
あ
る
。

　
日
本
に
と
っ
て
第
２
の
貿
易
相
手
で
あ

り
訪
日
観
光
客
も
急
増
し
、過
去
10
年
間

で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
約
３
倍
と
な
る
な
ど
目
覚
ま

し
い
経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。中
間
層

も
急
増
し
、生
産
年
齢
人
口
の
ピ
ー
ク
は

２
０
４
０
年
後
半
と
予
想
さ
れ
、世
界
各

国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
当
所
夏
原
副
会
頭
は
、「
こ
れ
か
ら
の
時

代
、日
本
だ
け
で
な
く
、海
外
に
目
を
む
け

る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
重
要
か
が
、示
さ
れ

た
数
字
か
ら
も
よ
く
解
る
。最
近
、イ
ン

ド
に
出
か
け
る
人
が
多
く
な
っ
た
。カ
ー

ス
ト
制
度
が
残
り
様
々
な
マ
イ
ナ
ス
情
報

が
先
行
す
る
国
だ
が
、イ
ン
ド
の
プ
ラ
ス

イ
メ
ー
ジ
が
私
た
ち
に
は
知
ら
さ
れ
て
い

な
い
。彦
根
に
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
事
務
所
が

で
き
、新
し
い
世
界
が
一
気
に
広
が
る
の

で
は
な
い
か
。」と
謝
辞
の
な
か
で
、Ｊ
Ｅ

Ｔ
Ｒ
Ｏ
滋
賀
へ
の
期
待
を
語
っ
た
。

　
彦
根
に
未
だ
眠
る
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

た
ち
に
と
っ
て
も
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
滋
賀
が
こ

の
ま
ち
に
存
在
す
る
こ
と
は
、大
き
な
ア
ド

バ
ン
テ
ー
ジ
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。世
界
を
相
手
に
事
業
を
展
開
す
る
。そ

れ
が
成
長
の
秘
訣
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
滋
賀
開
設
の
メ
リ
ッ
ト

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
！
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通
常
議
員
総
会
は
去
る
３
月
22
日
、当

所
に
て
議
員
70
人（
う
ち
委
任
状
提
出
21

人
）、小
出
会
頭
、夏
原
・
木
村
・
中
川
副

会
頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
、中
川
事
務
局

長
ら
が
出
席
、来
賓
に
大
久
保
彦
根
市
長
、

黒
澤
産
業
部
長
、田
澤
地
域
経
済
振
興
課

長
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
出
会
頭
が
挨
拶
の
あ
と
議
長
に
就

任
し
、議
案
と
し
て（
１
）新
入
会
員
５
件

の
承
認
、（
２
）平
成
29
年
度
事
業
計
画
、

（
３
）〜（
11
）平
成
29
年
度
一
般
会
計
・

中
小
企
業
相
談
所
会
計
、役
職
員
退
職
給

与
積
立
金
会
計
、建
物
・
IT
保
全
維
持
積

立
金
会
計
、会
館
敷
金（
預
り
金
）会
計
、

労
働
保
険
事
務
組
合
会
計
、共
済
事
業
会

計
、別
途
積
立
金
会
計
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
事
務
局
か
ら
説
明
の
後
、議
長
が

諮
っ
た
と
こ
ろ
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
報
告
事
項
と
し
て
、国
・
県
要
望

事
項
に
対
す
る
回
答
内
容
、日
本
貿
易
振

興
機
構（
J
E
T
R
O
）滋
賀
貿
易
情
報

セ
ン
タ
ー
の
設
置
と
当
所
１
Ｆ
展
示
場

の
改
装
計
画
、国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
１

０
年
祭
事
業
の
概
要
、国
道
８
号
バ
イ
パ

ス
の
早
期
整
備
に
向
け
た
組
織
化
、北
陸

新
幹
線
米
原
ル
ー
ト
実
現
促
進
期
成
同

盟
会
等
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
事
務
局
よ

り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
閉
会
後
、J
E
T
R
O
大
阪
本
部
長
の

藤
井
真
也
氏
か
ら
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
市

場
動
向
や
J
E
T
R
O
の
各
種
支
援
メ

ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
約
１
時
間
に
わ
た
り
解

説
を
受
け
ま
し
た
。

通
常
議
員
総
会

平
成
28
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
等
を
承
認

平
成
29
年
度　
彦
根
商
工
会
議
所
事
業
計
画（
案
）

〜
オ
ー
ル
彦
根
体
制
の
確
立
〜

平成29年度 一般会計収支予算（案）
（平成29年4月1日～平成30年3月31日）
収入の部 （単位：千円）

支出の部 （単位：千円）

勘定科目 予算額
款

1.会費
2.特定商工業者負担金
3.事業収入
4.交付金・委託金
5.雑収入
6.繰入金
7.繰越金

62,610
800

50,600
32,000
505

18,000
28,000
192,515合                      計

合                      計

勘定科目
予算額款 項
55,370
43,120
12,250
92,000
22,500
7,000
600
7,650
41,300
2,000
2,150
8,000
800

18,400
26,745
192,515

1.事業費
　　　  　1.一般事業費
　　　  　2.委託補助対象事業費
2.管理費
　　　  　1.給与費
　　　  　2.福利厚生費
　　　  　3.旅費･交通費
　　　  　4.事務費
　　　  　5.家屋費
　　　  　6.会議費
　　　  　7.渉外･交際費
　　　  　8.公課分担金
　　　  　9.雑費
3.中小企業相談所特別会計繰出金
4.予備費

１
．本
年
度
の
対
応
す
べ
き
課
題

１
．集
客
事
業
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化

１
．「
国
宝
彦
根
城　
築
城
４
１
０
年
祭
」 

　

 

へ
の
積
極
的
参
加
と
ポ
ス
ト
４
１
０
年

　

  

祭
の
計
画
立
案

２
．（
一
社
）近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
の

　

  

事
業
強
化

３
．「
美
食
都
市
」構
想
の
推
進

２
．地
域
連
携
の
推
進
と
教
育
プ
ロ
グ
ラ

　

   

ム
へ
の
取
組

１
．連
携
市
町
と
の
密
な
る
情
報
交
換
と

　
　
協
働
事
業
の
取
組

２
．産
学
連
携
の
新
展
開
の
実
施（
大
学
生

　

   

へ
の
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
事
業
）

３
．他
地
域
商
工
会
議
所
と
の
連
携
の
研
究

４
．未
来
を
担
う
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
事
業
の

　

  

展
開

３
．彦
根
経
済
の
中
期
計
画
の
策
定
と
諸

　

   

問
題
の
研
究

１
．地
域
Ｇ
Ｄ
Ｐ
向
上
計
画

２
．地
域
に
未
来
を
創
る
歴
史
文
化
財
の
保

　

  

存
活
用
計
画
の
研
究

３
．文
化
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
世
界
遺

　

  

産
登
録
の
推
進（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

　

  

リ
ン
ピ
ッ
ク
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
）

４
．ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
に
よ
る
新
事
業

　

   

展
開

１
．事
業
所
の
国
際
化
推
進（
ジ
ェ
ト
ロ
滋

　

   

賀
事
務
所
運
営
へ
の
協
力
）

２
．国
・
滋
賀
県
の
関
係
機
関
へ
の
要
望

　

  

活
動

３
．Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
推
進
へ
の
関
係
機
関
と

　

  

の
連
携

５
．効
率
的
で
会
員
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し

　

  

た
事
務
局
運
営
と
組
織
強
化

１
．事
務
局
員
の
目
標
設
定
と
評
価
シ
ス

　

  

テ
ム
の
導
入
と
意
識
改
革
の
促
進

２
．生
産
性
の
高
い
組
織
運
営

３
．会
員
拡
大
の
推
進

２
．基
本
政
策

１
．政
策
提
言･

要
望
活
動
の
展
開

１
．地
域
活
性
化
対
策
・
中
小
企
業
振
興
対

　

  

策
等
に
対
す
る
要
望･

意
見
活
動

２
．中
小
企
業
の
支
援

１
．中
小
企
業
へ
の
支
援
強
化

２
．「
ひ
こ
ね
も
の
づ
く
り
支
援
室
」の
き

　

  

め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

３
．小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業
並
び
に

　
　
経
営
改
善
普
及
事
業
の
推
進

４
．海
外
展
開
支
援

５
．（
公
財
）滋
賀
県
産
業
支
援
プ
ラ
ザ
の

　
　
利
用
促
進
・
運
営
に
参
画

６
．滋
賀
県
中
小
企
業
相
談
所
専
門
指
導

　
　
室
運
営
支
援
と
連
携

７
．（一
社
）滋
賀
県
建
設
業
協
会
・
彦
根
建

　
　
築
総
合
組
合
と
の
連
携
強
化

３
．活
力
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
推
進

１
．総
合
対
策

２
．商
業
振
興
対
策

３
．工
業
振
興
対
策

４
．観
光
振
興
対
策

４
．人
材
育
成
と
雇
用
対
策　

１
．各
種
講
習
会
・
研
修
会
の
開
催

２
．労
務･

雇
用
対
策
事
業
の
実
施

５
．機
能
的
で
魅
力
あ
る
商
工
会
議
所

　
　
づ
く
り

１
．商
工
会
議
所
組
織
基
盤
の
強
化
と

　
　
会
員
交
流
事
業
の
実
施

２
．会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
情
報
提
供

６
．そ
の
他
本
会
議
所
の
目
的
を
達
成
す

　
　
る
た
め
に
必
要
な
事
業

大ホール

小会議室

時間帯 使用料 冷暖房料 計

午前

午後

夜間

午前

午後

夜間

11,880 9,720 21,600

18,360 14,040 32,400

19,440 14,040 33,480

1,620 540

540

540

2,160

2,160 2,700

2,700 3,240

※午前中（8：30～12：00）・午後（12：00～ 17：00）・夜間（17：00～ 21：00）

利用料金表（消費税・机・イス・音響機材込み）

詳しくは、当所業務課　TEL.0749-22-4551までお問い合わせください。

■４階 大ホール（収容人員150人）
講演会、各種研修会、展示会のほか
パーティー会場としてもご利用いた
だけます。また、Ａホール、Ｂホールに
分けてもご利用いただけます。（附属
設備：ステージ、スクリーン、音響機
材、金屏風、エレクトーン等）

■４階 小会議室（収容人員21人）
大ホールの控え室としてご利用いた
だけます。

● 駐車場40台、多目的トイレを完備
　しております。
● びわ湖Free Wi-Fi利用、プロジェ
　クター等の備品も貸出可能です。

一般料金（円）

　当所では、１階展示場の有効活用について、業務革新委員会で検討を行ってきまし
た。この度、ジェトロ滋賀貿易情報センターの設置を受け、産業展示場のリフレッシュ
と併せて、１階フロアの改修を行います。
　つきましては、工事期間中、皆様には大変ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力
を賜りますようお願い申し上げます。

ジェトロ滋賀貿易情報センター設置と産業展示場リフレッシュに伴う

１階展示場改修工事のお知らせ

彦根商工会議所会館には、当所会員の皆様が会議・研修会・展示会・パーティー等の会場として
ご利用いただける貸会議室があります。どうぞご利用ください。会員割引特典有り!!

リフレッシュ後も利用できる貸会議室

▶立体駐車場▶小会議室▶4階 大ホール（収容人員 150人）

Refresh & Update

１階改修工事   平成29年４月７日（金）～６月30日（金）
※工事の進捗状況によって、変更する場合があります。＊表玄関～駐車場側入り口を封鎖致します。＊大き
な音・振動が生じます。＊駐車場に資材、廃材等を設置します。＊１階のトイレは、使用出来ません。＊１階 第
１研修室の貸会議室は今回のリフレッシュ工事にて廃止となります。
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１
．本
年
度
の
対
応
す
べ
き
課
題

１
．集
客
事
業
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化

１
．「
国
宝
彦
根
城　
築
城
４
１
０
年
祭
」 

　

 

へ
の
積
極
的
参
加
と
ポ
ス
ト
４
１
０
年

　

  

祭
の
計
画
立
案

２
．（
一
社
）近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
の

　

  

事
業
強
化

３
．「
美
食
都
市
」構
想
の
推
進

２
．地
域
連
携
の
推
進
と
教
育
プ
ロ
グ
ラ

　

   

ム
へ
の
取
組

１
．連
携
市
町
と
の
密
な
る
情
報
交
換
と

　
　
協
働
事
業
の
取
組

２
．産
学
連
携
の
新
展
開
の
実
施（
大
学
生

　

   

へ
の
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
事
業
）

３
．他
地
域
商
工
会
議
所
と
の
連
携
の
研
究

４
．未
来
を
担
う
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
事
業
の

　

  

展
開

３
．彦
根
経
済
の
中
期
計
画
の
策
定
と
諸

　

   

問
題
の
研
究

１
．地
域
Ｇ
Ｄ
Ｐ
向
上
計
画

２
．地
域
に
未
来
を
創
る
歴
史
文
化
財
の
保

　

  

存
活
用
計
画
の
研
究

３
．文
化
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
世
界
遺

　

  

産
登
録
の
推
進（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

　

  

リ
ン
ピ
ッ
ク
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
）

４
．ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
に
よ
る
新
事
業

　

   

展
開

１
．事
業
所
の
国
際
化
推
進（
ジ
ェ
ト
ロ
滋

　

   

賀
事
務
所
運
営
へ
の
協
力
）

２
．国
・
滋
賀
県
の
関
係
機
関
へ
の
要
望

　

  

活
動

３
．Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
推
進
へ
の
関
係
機
関
と

　

  

の
連
携

５
．効
率
的
で
会
員
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し

　

  

た
事
務
局
運
営
と
組
織
強
化

１
．事
務
局
員
の
目
標
設
定
と
評
価
シ
ス

　

  

テ
ム
の
導
入
と
意
識
改
革
の
促
進

２
．生
産
性
の
高
い
組
織
運
営

３
．会
員
拡
大
の
推
進

２
．基
本
政
策

１
．政
策
提
言･

要
望
活
動
の
展
開

１
．地
域
活
性
化
対
策
・
中
小
企
業
振
興
対

　

  
策
等
に
対
す
る
要
望･

意
見
活
動

２
．中
小
企
業
の
支
援

１
．中
小
企
業
へ
の
支
援
強
化

２
．「
ひ
こ
ね
も
の
づ
く
り
支
援
室
」の
き

　

  

め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

３
．小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業
並
び
に

　
　
経
営
改
善
普
及
事
業
の
推
進

４
．海
外
展
開
支
援

５
．（
公
財
）滋
賀
県
産
業
支
援
プ
ラ
ザ
の

　
　
利
用
促
進
・
運
営
に
参
画

６
．滋
賀
県
中
小
企
業
相
談
所
専
門
指
導

　
　
室
運
営
支
援
と
連
携

７
．（一
社
）滋
賀
県
建
設
業
協
会
・
彦
根
建

　
　
築
総
合
組
合
と
の
連
携
強
化

３
．活
力
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
推
進

１
．総
合
対
策

２
．商
業
振
興
対
策

３
．工
業
振
興
対
策

４
．観
光
振
興
対
策

４
．人
材
育
成
と
雇
用
対
策　

１
．各
種
講
習
会
・
研
修
会
の
開
催

２
．労
務･

雇
用
対
策
事
業
の
実
施

５
．機
能
的
で
魅
力
あ
る
商
工
会
議
所

　
　
づ
く
り

１
．商
工
会
議
所
組
織
基
盤
の
強
化
と

　
　
会
員
交
流
事
業
の
実
施

２
．会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
情
報
提
供

６
．そ
の
他
本
会
議
所
の
目
的
を
達
成
す

　
　
る
た
め
に
必
要
な
事
業

※掲載を了承された事業所のみをご紹介します。（平成29年1月12日～平成29年3月22日　会員数1641件）

新入会員のご紹介　　                          ご入会ありがとうございます。
部会 事業所名 業種 代表者名 所在地

建築設計 北嶋　祥浩建設業
建設業
建設業

解体ヨコカワ
㈱アビエルタ建築・都市 彦根市芹橋1丁目5-30

家具製造業 野瀬　文徳木材・木工工業 工房  吉久保 彦根市犬方町694

㈱ＮＩＫＥ 建設業 伊藤　正純
解体業 彦根市平田町220-5

彦根市松原町1849-10
建設業 西田工務店 大工 西田　輝義 彦根市西今町1051-7

不動産 ㈱エム・ジェイホーム
エイブルネットワーク彦根駅前店 不動産仲介 葛川　　睦 彦根市佐和町10-17

小売商業 ハッピー太郎 食品加工業 池島　幸太郎 彦根市大薮町1624
観光・サービス ＡＰＰＲＥＮＴＩ 飲食業 田中　勝典 彦根市佐和町7-9
観光・サービス ㈲イチバン・エリア・サービス 広告宣伝業 石原　成郎 彦根市中央町7-21
観光・サービス Ｇｉｒａｓｏｌｅ 飲食業 小島　匠一 彦根市本町1丁目12-4
観光・サービス 長寿鍼灸整骨院 整骨、鍼灸 廣田　益國 彦根市松原町1797-7
観光・サービス ㈱ティーウィング イベント事業、レンタカー 土川　雅由 彦根市開出今町1394-2
観光・サービス ４ＣＯＬＯＲ’Ｓ リラクゼーション 川瀬　正典 彦根市安清東町95-1204
理財 行政書士山上正洋事務所 行政書士 山上　正洋 彦根市後三条町324

横川　嘉典

市
・
観
光
協
会
・
当
所
三
者
連
絡
会
議

２
月
16
日　
彦
根
市
役
所
に
て
開
催

商
売
繁
盛
セ
ミ
ナ
ー「
店
づ
く
り・お
も
て
な
し
早
わ
か
り
」

２
月
16
日　
当
所
に
て
開
催

三
水
会
定
例
会　
コ
ク
ヨ
工
業
滋
賀
見
学

２
月
16
日　
コ
ク
ヨ
工
業
滋
賀
に
て
開
催

議
員
ク
ラ
ブ　
囲
碁
同
好
会

２
月
17
日　
グ
ラ
ン
ド
デ
ュ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
開
催

ひ
こ
ね
ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
セ
ミ
ナ
ー

２
月
17
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
プ
レ
ミ
ア
ム
書
道
塾「
ひ
こ
ね
継
未
塾
」

２
月
18
日　
千
代
神
社
に
て
開
催

正
副
会
頭
会
議

２
月
19
日　
㈱
平
和
堂
に
て
開
催

光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値
創
造
事
業

彦
根
市
実
行
委
員
会
、彦
根
・
多
賀
地
域
連
携
組
織
委
員
会

２
月
20
日　
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
プ
ラ
ザ
に
て
開
催

商
売
繁
盛
セ
ミ
ナ
ー「
お
店
を
繁
盛
さ
せ
る
12
の
戦
略
」

２
月
20
日　
当
所
に
て
開
催

日
商
簿
記
検
定
試
験

２
月
26
日　
当
所
に
て
開
催

正
副
会
頭
会
議
、常
議
員
会

３
月
１
日　
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
プ
ラ
ザ
に
て
開
催

商
売
繁
盛
セ
ミ
ナ
ー「
ク
チ
コ
ミ
販
促
７
つ
の
し
か
け
」

３
月
２
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会　
例
会

３
月
３
日　
竹
生
島
他
に
て
開
催

ひ
こ
ね
ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
特
別
セ
ミ
ナ
ー
＆
交
流
サ
ロ
ン

３
月
３
日　

SLO
W

に
て
開
催

光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値
創
造
事
業「
佐

野
史
郎
＆
山
本
恭
司『
小
泉
八
雲
・
朗
読
の
夕
べ
in
彦
根
』」

３
月
４
日　
清
凉
寺
に
て
開
催

商
売
繁
盛
セ
ミ
ナ
ー「
手
描
き
Ｐ
Ｏ
Ｐ
講
習
会
」

３
月
10
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
梅
あ
か
り
と
食
の
祭
典

３
月
10
・
11
日　
大
手
門
梅
林
に
て
開
催

近
江「
美
食
都
市
」推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
地
域

の
プ
ロ
の
た
め
の
美
食
料
理
セ
ミ
ナ
ー

３
月
14
日　
大
阪
ガ
ス
Ｄ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
Ａ
彦
根
に
て
開
催

会
議
・
行
事 

開
催
報
告

　
３
月
９
日
に
彦
根
市
に
あ
る「
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク（
株
）彦
根
工
場
」の
見
学
会
を

行
い
ま
し
た
。参
加
者
は
32
名
で
し
た
。

１
９
６
２
年
に
操
業
を
開
始
し
今
年
で

55
周
年
を
迎
え
る
メ
ン
ズ
シ
ェ
ー
バ
の

マ
ザ
ー
工
場
で
、従
業
員
は
請
負
も
含
め

１
３
０
０
名
が
働
い
て
い
ま
す
。工
場
で

の
生
産
商
品
は
、高
級
シ
ェ
ー
バ
、電
動

歯
ブ
ラ
シ
、ナ
ノ
Ｅ
な
ど
の
デ
バ
イ
ス
を

生
産
し
て
い
ま
す
。当
日
は
、「
シ
ェ
ー
バ

組
み
立
て
ラ
イ
ン
」と「
歴
史
館（
キ
ズ

ナ
館
）」の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
シ
ェ
ー
バ
の
組
み
立
て
ラ
イ
ン
は
、メ

イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ

ン
に
こ
だ
わ
り
、コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
と
品

質
管
理
の
た
め
に

自
動
化
が
徹
底
さ

れ
て
い
ま
す
。
品

質
で
は
１
工
程
１

チ
ェ
ッ
ク
で
不
良

を
流
さ
な
い
工
夫

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、中
小
企
業
で

も
ロ
ボ
ッ
ト
の
導

入
が
進
ん
で
お
り

参
考
に
な
る
点
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
歴
史
館
の
見
学

で
は
、55
年
間
の
モ

 

も
の
づ
く
り
塾
セ
ミ
ナ
ー

「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク（
株
）彦
根
工
場
」見
学
会

ノ
づ
く
り
の
技
術
開
発
、商
品
開
発
の
歴

史
が
ト
ン
ネ
ル
型
の
通
路
に
展
示
し
て

あ
り
ま
す
。又
新
商
品
も
展
示
さ
れ
、参

加
者
も
そ
れ
ぞ
れ
興
味
あ
る
商
品
を
体

験
し
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
、「
従
業

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
取
り
組

み
」な
ど
質
問
さ
れ
各
企
業
に
と
っ
て
役

立
つ
情
報
交
換
が
出
来
ま
し
た
。

　
商
工
会
議
所
は
今
後
と
も
県
内
外
の

企
業
見
学
会
セ
ミ
ナ
ー
を
引
き
続
き
企

画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、参
加
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会（
森
田
眞

人
会
長
）は
、去
る
３
月
３
日
に
彦
根
港
・

竹
生
島
・マ
キ
ノ
港
・
海
津
界
隈
散
策
、

つ
づ
ら
お
荘
に
て
３
月
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
本
例
会
は
、森
田
会
長
の
考
え
る
琵
琶

湖
の
湖
上
交
通
を
実
際
に
利
用
す
る
こ

と
が
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
彦

根
港
よ
り
赤
備
え
船「
直
政
」に
乗
船
し
、

竹
生
島
に
渡
り
ま
し
た
。
上
陸
す
る
と
と

も
に
彦
根
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
の

松
本
ガ
イ
ド
に
よ
り
、島
内
を
巡
り
ま
し

た
。そ
の
後
、湖
北
の
地
酒
竹
生
嶋
他
６

種
類
の
利
き
酒

大
会
を
実
施
。会

員
の
松
本
氏
が

全
問
正
解
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て

一
行
は
、予
約
臨

時
便
の
マ
キ
ノ
港

行
き
に
乗
車
し
、

琵
琶
湖
を
横
断
。

つ
づ
ら
お
荘
の
大

橋
支
配
人
に
海

津
界
隈
を
ご
案

内
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
つ
づ
ら
お
荘
で

は
、現
地
合
流
の

メ
ン
バ
ー
も
加
わ

赤
備
え
船 

直
政
な
ど
湖
上
交
通
で
琵
琶
湖
横
断

―
 

G
A
T
彦
根
３
月
例
会 ―

り
、森
田
会
長
の
挨
拶
の
後
、若
林
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る「
ラ
オ
ス
、ベ
ト
ナ
ム
の
概

要
」説
明
、兒
嶋
裕
明
氏
に
よ
る
視
察
先

の
工
場
の
概
要
や
所
感
を
伺
い
、柴
田
氏

か
ら
は
、海
外
視
察
研
修
の
報
告
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、谷
村
氏
か
ら

は
、中
国
訪
問
の
日
本
人
は
、ビ
ジ
ネ
ス
に

結
び
つ
か
な
い
と
ク
レ
ー
ム
が
あ
る
と
の

問
題
提
起
を
さ
れ
ま
し
た
。
予
定
時
間

を
越
え
る
熱
心
な
報
告
と
意
見
交
換
と

な
り
、28
年
度
の
年
度
末
例
会
は
終
了
し

ま
し
た
。
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観光消費額（億円）
観光入込客数（市内・全体）（万人）
外国人観光入込客数（人）
宿泊客数（市内・全体）（人）
外国人宿泊客数（人）

2008実績
170
333

26,132
205,000
5,673

2009 実績
108
303

18,342
172,000
2,392

2010 実績
120
344

22,832
219,000
2,411

2011 実績
143
359

12,522
300,000

402

2012 実績
137
333

22,020
298,000

15

2013 実績
141
319

31,088
290,000
7,000

2016 目標
190
350

45,000
337,500
15,000

2016 実績
166
324

45,514
391,600
41,306

●ＫＰＩ目標・実績

※滋賀県観光入込客統計調査書、彦根市観光に関する 経済効果測定調査報告書　参照

　
内
閣
府
は
、平
成
27
年
度
補
正

に
お
い
て
、一
億
総
活
躍
社
会
の

実
現
に
向
け
た
緊
急
対
応
と
し

て
、「
希
望
を
生
み
出
す
強
い
経

済
」の
実
現
と
、「
子
育
て
支
援
」や

「
安
心
に
つ
な
が
る
社
会
保
障
」も

光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値
創
造
事
業

「D
ram
atic Legacy 

ー
歴
史
遺
産
で
発
信
す
る
も
の
が
た
り 

彦
根
市+

多
賀
町 

ー
」

含
め「
新
・
三
本
の
矢
」の
取
り
組

み
に
貢
献
す
る
た
め
、１
０
０
０

億
円
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

を
創
設
し
た
。地
方
版
総
合
戦
略

に
基
づ
く
各
自
治
体
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、先
駆
性
を
高
め
、レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
の
加
速
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
加
速
化
交
付
金
申
請
に
は
、日

本
全
国
の
都
道
府
県
市
町
村
が
応

募
し
、申
請
事
業
数
２
７
４
４
件

の
う
ち
、交
付
対
象
事
業
数
は
１

９
２
６
件
が
採
択
さ
れ
、彦
根
市
・

多
賀
町
の
地
域
連
携
に
よ
る
申
請

も
採
択
さ
れ
た
。

　
彦
根
商
工
会
議
所
と
日
本
版
Ｄ

Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム

ボ
ー
ド
を
中
核
と
し
て
立
ち
上
が

っ
た「
彦
根
・
多
賀
地
域
連
携
組

織
委
員
会
」は
、人
口
減
歯
止
め
と

経
済
活
性
化（
雇
用
拡
大
）を
目

的
に
、平
成
28
年
10
月
〜
平
成
29

年
３
月
に
か
け
て
彦
根
・
多
賀
地

域
連
携
事
業
と
し
て「
光
と
ア
ー

ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値
創
造

（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
）事
業
」を
展

開
し
た
。今
回
の
不
易
流
行
で
は

そ
の
全
容
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

総
括
す
る
。

【事業目的】 人口減歯止めと経済活性化（雇用拡大）
●  地域連携による活性化の加速化と相乗効果の創出 ● 地域発信による交流人口の増加 ● ライト
アップとナイトイベントによる宿泊者数増加推進 ● 官民協働の取り組みによる住民の満足度向上
（誇りづくり） ● それらによる観光消費額の増大
【ブランドコンセプト】 「不易流行」
伝統は常にイノベーションの連続である。本質的なもののなかに新しいものを取り入れ、未来へつな
ぐ価値を創造する。
【事業コンセプト】  「Dramatic Legacy　歴史遺産で発信するものがたり」
彦根・多賀の遺された遺産を活用し、全国・世界に発信する。
【イベント名】  Light & Art Festival　城あかり 神あかり
【事業概要】
①プロモーション事業
足元商圏（滋賀県をはじめ京都府、大阪府、岐阜県、愛知県）のPRに関しては“話題喚起“から“動
機“を生み、”実行動“へつなげることを目的に実施。メディアへのアプローチを始め、約750の市内
店舗へのチラシ・ポスターを配布など行った。全国、海外に関してはJNTOや日本商工会議所、大
阪観光局を始めとした公的機関や旅行エージェント、全国ミュージアム、近江と縁のある地域など
556箇所にチラシ・ポスターを配布。マスメディアに対しては、キービジュアル+わかりやすく興味
を引くネーミングを強く打ち出すことで話題化を図り、消費者の動機を創出し実行動につなげるこ
とを目的にアプローチ。大手プレスリリース会社と連携しWeb上の露出を高めた。露出の絶対値
が高まることで潜在的に関心のある層への訴求となり動機、実行動へと繋がると想定。
一般紙、専門紙、通信社、TV、FM、フリーペーパー、ビジネス誌、雑誌、ローカル誌ほか39媒体へア
プローチ。39媒体に加えてWeb媒体へも情報を拡散し、オープニングイベント後、新聞、TV、雑誌、
Webメディアに対して再度プレスリリース情報を拡散した。
　※イベントネーミング
　2市町の最大の強みであり、メイン会場である彦根城「城」と多賀大社「神」を生かした2面性の
　あるネーミング案。彦根藩井伊家が築いた天下の名城、彦根城、お伊勢さんの親神さまを祀る古
　社、多賀大社を舞台に繰り広げる「Light & Art Festival」。赤備えの「城あかり」、神秘的な「神
　あかり」にふれる。
　※キービジュアルの製作
　事前プレス用には、彦根城を背景にサプライズを与え、注目を集めるキービジュアルを制作。彦根
　城×ブレイクダンス。ダンサーには、世界で活躍中ブレイクダンサーのTAISUKEを起用。

　※メディア露出実績
　● 新聞掲載実績（14件）● 雑誌掲載実績（1件）● テレビ放映実績（3件）●ラジオ放送実績（91回）
　● ウェブ掲載実績（254件）
　※各種プレイガイドでの発券システムの確立
　全国プレイガイドとして、チケットぴあ、ローチケＨＭＶ、ＣＮプレイガイド、イープラス、地域プレ
　イガイドとしてアル・プラザ彦根、ビバシティ平和堂、ひこね市文化プラザ、滋賀県立文化産業交
　流会館でのチケット発券システムを確立。

②国宝彦根城域・文化遺産群・多賀大社境内・門前町家群・胡宮神社境内・
   参道のライトアップ事業
●  彦根　彦根城では、夜の白壁や石垣を、未だ
かつてない規模とクオリティの美しいライトの
数々がドラマティックに彩られた。いろは松から
望む佐和口多聞櫓や、表門や黒門・京橋などが
暗闇に見事に映えて、見応えのある和の芸術的
オブジェに様変わりし、夜の彦根城の新たな魅
力が加わった。
○実施日程
9月30日点灯式／10月1日～12月31日まで
開催／3月光のオブジェコンテスト実施
● 多賀　お伊勢さんの親神様を祀る多賀大社
と門前町や周辺の古社寺では心洗われる神秘
的なあかり演出。多賀大社本殿前には、10月半

【
総
括
】

　
本
事
業
で
は
、彦
根
、多
賀
共
に

こ
れ
ま
で
民
間
に
よ
っ
て
活
用
さ

れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
歴
史
遺

産
を
活
用
し
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や

文
化
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
成
果
と

言
え
る
。こ
れ
ま
で
の
既
存
の
枠

組
み
を
超
え
た
と
い
う
意
味
で
、

「
加
速
化
」の
名
に
相
応
し
い
事
業

展
開
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。し
か
し
、加

速
の
代
償
は
継
続
で
あ
る
。ど
ん

な
に
速
い
ス
プ
リ
ン
タ
ー
で
も
継

続
し
て
延
々
と
走
る
こ
と
は
で
き

な
い
。重
い
エ
ン
ジ
ン
を
漸
く
動

か
す
こ
と
が
で
き
た
。あ
と
は
継

続
し
て
エ
ン
ジ
ン
を
回
し
続
け
る

た
め
に
、今
回
事
業
の
デ
ー
タ
を

良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
分

析
し
、次
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

が
肝
要
で
あ
ろ
う
。数
値
的
な
結

果
と
し
て
は
、宿
泊
客
数
に
関
し

て
、全
体
は
平
成
25
年
比
１
３
５

％
、外
国
人
は
平
成
26
年
比
５
８

３
％
で
共
に
大
幅
増
加
。Ｋ
Ｐ
Ｉ

▶ライティング デザイナー　内原智史

▶ライティング デザイナー　長町志穂

設
定
数
値
と
比
較
し
て
も
大
幅
に

上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。市
内
宿

泊
施
設
の
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

は
、平
成
28
年
に
関
し
て
は
外
国

人
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、日
本
人

の
宿
泊
が
大
き
く
増
加
し
た
と
い

う
コ
メ
ン
ト
が
多
数
み
ら
れ
る
。

観
光
消
費
額
に
関
し
て
は
、平
成

25
年
比
１
１
７
・
７
％
で
大
幅
に

増
加
し
た
も
の
の
、Ｋ
Ｐ
Ｉ
設
定

値
と
の
比
較
で
は
平
成
25
年
比
１

３
５
％
を
目
指
し
た
が
、約
半
分

の
増
加
率
に
留
ま
る
結
果
と
な
っ

た
。こ
の
こ
と
か
ら
言
え
る
こ
と

は「
加
速
」し
た
も
の
の「
付
加
価

値
」が
つ
い
て
こ
れ
な
か
っ
た
と

い
っ
た
と
こ
ろ
か
。今
後
こ
の
加

速
化
交
付
金
事
業「
光
と
ア
ー
ト

で
発
信
す
る
付
加
価
値
創
造
事

業
」は
、市
町
の
プ
ロ
パ
ー
事
業
や

推
進
交
付
金
事
業「
近
江「
美
食

都
市
」推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」

に
継
承
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。繰

り
返
し
に
な
る
が
、今
後
の
更
な

る
地
域
経
済
の
発
展
の
た
め
に

は
、本
事
業
に
よ
っ
て
稼
働
し
た

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
さ
せ
な
い
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。

● 

宿
泊
客
数

29
万
人（
平
成
25
年
実
績
）↓
33
万

７
千
５
百
人（
平
成
28
年
目
標
）↓

39
万
１
千
６
百
人（
28
年
実
績「
全

体
」）

● 

観
光
消
費
額

１
４
１
億
円（
平
成
25
年
実
績
）↓

１
９
０
億
円（
平
成
28
年
目
標
）↓

１
６
６
億
円（
平
成
28
年
実
績
）

ばより地域住民・子供たちが祈りをこめて手作り
した「祈りの石ころあかり」を敷き詰め、光のヒー
リング空間「祈りの庭」を創造した。胡宮神社・高
源寺ではモミジのライトアップ、大瀧神社参道で
は「水の森ブルーライトアップ」など、多賀町の魅
力をあかりでめぐることができる仕掛けを創出。
○実施日程
10月1日点灯式／ 10月1日～ 11月30日まで開催
／11月11・12・13日スペシャルデー

③ライティング・コンテスト事業
ライティング・デザインをクリエーターから募集、受
賞作品のオブジェ製作・展示を行った。彦根市が
有する豊かな歴史的景観や自然景観を活かし、市
民の方々に愛され、誇りに思う光を毎年増やして行
くことを目的に開催。その夜の美しい景観づくりに
市民の方を始め、彦根を愛する方々にも積極的に
ご参加頂き、彦根を訪れる人々におもてなしの明か
りを灯していただいた。Dramatic Legacyの最後
を飾る光の試みは、市民の方々で彦根をより魅力的
に彩るライティングコンテストで締めくくられた。

④文化イベント事業
●  今昔・和洋のクロスオーバーによるコンサート
●  音楽イベント及びパフォーマンスイベント開催
○彦根実施日程
10月7日（金）
AUN-J CLASSIC ORCHESTRA
アウン・ジェイ クラシック オーケストラ

10月14日（金）
NADESHIKO J ENSEMBLE
ナデシコ ジェイ アンサンブル

10月30日（日）
井伊家ブランドアーティストと湖上の歌姫による
チャレンジコンサート
11月3日（木・祝）
サムライソードパフォーマンス「剣伎衆かむゐ」×
新鋭書家 前田鎌利
11月11日（金）
和楽器ユニット「新月」×ヒューマンビートボックス
3月4日（土）
佐野史郎×山本恭司「小泉八雲・朗読の夕べ in 彦根」

○多賀実施日程
9月17日（土）
ドキュメンタリー映画上映会「うみ やま あひだ～
伊勢神宮の森から響くメッセージ～」
10月6日（木）
AUN-J CLASSIC ORCHESTRA
アウン・ジェイ クラシック オーケストラ ワークショップ

10月15日（土）
NADESHIKO J ENSEMBLE
ナデシコ ジェイ アンサンブル ワークショップ

内原智史デザイン事務所・所長。光による空間プロ
デュースをはじめ、照明器具から都市景観照明のデ
ザインを手がける。2007年「国宝・彦根城築城400
年祭」のライトアップアドバイザー

㈱LEM空間工房　代表取締役。都市計画・ランド
スケープ・建築の照明計画、あかりによるまちづくり
や光のパブリックアートまで、多様な照明デザインを
実践。京都造形芸術大学客員教授、グッドデザイン
賞審査員。

▶ヒコネ・ヒカリサイクル「光のオブジェ」展の入賞者
は、武田まりんさん（彦根市）、原田昌典さん（彦根
市）、山本ひまりさん（大津市）、松宮花歩さん（犬上
郡）、山本修平さん（近江八幡市）。 第1位は松宮花
歩さん甲良西小4年生だった。

▶写真上  AUN-J CLASSIC ORCHESTRA・中 
井伊家ブランドアーティストと湖上の歌姫によるチャ
レンジコンサート・下 佐野史郎×山本恭司「小泉八
雲・朗読の夕べ in 彦根」 

平
成
28
年
度
内
閣
府
加
速
化
交
付
金
事
業

Review
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美
味
し
い
も
の
の
無
い
ま
ち
に
は

人
は
来
な
い
！「
近
江
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ
構
想
」は
、ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
に
よ
る
集
客
力
向
上
と
地

域
経
済
活
性
化
と
地
方
創
生
の
実

現
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。交
流

人
口
の
増
加
を
図
る
の
で
あ
れ
ば
、

他
地
域
と
の
差
別
化
、独
自
性
、そ

こ
に
行
か
な
け
れ
ば「
観
る
こ
と
が

で
き
な
い
」、「
感
じ
る
こ
と
が
で
き

な
い
」、「
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
」

も
の
が
必
須
で
あ
る
。ま
た
一
方
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
観
点
か
ら
来
訪

者
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、期
待
感
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。彦
根
は
歴
史
伝
統

を
基
礎
と
し
た
多
く
の
魅
力
あ
る

集
客
素
材
を
有
し
て
い
る
。そ
れ
に

+

１（
プ
ラ
ス
ワ
ン
）の
魅
力
創
出

に
向
け
て
近
江「
美
食
都
市（
ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）」推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
始
ま
っ
た
。平
成
28
年

度
か
ら
平
成
30
年
度
に
か
け
て
彦

根
商
工
会
議
所
と
近
江
ツ
ー
リ
ズ

ム
ボ
ー
ド
は
協
働
し
、地
域
経
済
活

性
化
と
住
民
の
満
足
度
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
、こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

基
に「
美
食
都
市
に
挑
戦
」し
地
方

創
生
を
加
速
化
し
推
進
し
て
い
く
。

■ 

平
成
28
年
度
　
実
施
事
業

● 

農
商
工
連
携
に
よ
る
地
域
食
材

の
開
発
及
び
増
産

● 

調
理
技
術
向
上
の
た
め
の
地
域

料
理
人
へ
の「
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
」

（
地
域
食
材
を
使
用
）

● 

地
域
料
理
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め

の「
フ
ー
ド
フェア
の
開
催
」（
イ
ベ
ン

ト
に
よ
る
集
客
）

● 

地
域
特
有
の「
フ
ー
ド
ス
タ
イ
ル

の
開
発
」（
フ
ー
ド
カ
ー
、仮
設
店
な

ど
の
研
究
と
開
発
）

■ 

地
域
産
品
の
発
掘
・
調
査

　
専
門
家
と
連
携
し
、地
域
食
材

の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
地
域
食
材
発

信
ツ
ー
ル
の
制
作
を
行
っ
た
。

　
彦
根
市
周
辺
地
域（
彦
根
市
、

米
原
市
、多
賀
町
、甲
良
町
、豊
郷

町
、愛
荘
町
等
）の
食
材
を
整
理
・

発
信
す
る
た
め
に※

「
近
江
ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
美
食
材
マ
ッ
プ
＆
カ
レ
ン

ダ
ー
」を
作
成
し
、重
点
食
材
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
29
年
度
以
降
新

た
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
食
材
に
関

し
て
も
専
門
家
と
連
携
し
、審
査

の
上
、随
時「
近
江
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
美
食
材
マ
ッ
プ
＆
カ
レ
ン

ダ
ー
」に
加
え
て
い
く
。

■ 

料
理
人
の
た
め
の

　 

美
食
セ
ミ
ナ
ー

　
「
近
江
食
材
」の
可
能
性
開
発
、

調
理
開
発
と
地
域
料
理
人
育
成

の
た
め
の
料
理
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
。

調
査
中
の「
近
江
食
材
」を
試
験

平成28年度内閣府推進交付金事業

近江「美食都市」推進プロジェクト

的
に
活
用
し
な
が
ら
、平
成
28
年

度
は
３
回
実
施
。
29
〜
30
年
度
は

年
間
６
回
を
目
標
に
実
施
す
る
。

国
内
外
で
活
躍
す
る
一
流
料
理
人

と
地
域
料
理
人
と
の
個
別
交
流
も

促
進
さ
せ
、一
流
若
手
人
材
の
育

成
、誘
致
、交
流
を
活
性
化
さ
せ
る
。

■ 

フ
ー
ド
カ
ー

　
フ
ー
ド
カ
ー
は「
食
」に
よ
る
効

果
的
な
観
光
客
誘
致
と
市
内
観
光

消
費
の
拡
大
に
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

野
外
で
の
食
イ
ベ
ン
ト
に
対
応
、歴

史
的
景
観
と
佇
ま
い
へ
の
配
慮
、機

能
性（
整
備
性
）に
は
高
い
レ
ベ
ル

を
求
め
た
開
発
・
製
作
と
な
っ
た
。

今
回
製
作
さ
れ
た
３
台
の
フ
ー
ド

カ
ー
は
平
成
28
年
度
３
月
10
日
か

ら
26
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
後

述
の「D

ram
atic Legacy +

 
D
ining 

彦
根 

梅
あ
か
り
と
食
の

祭
典
」で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。フ
ー
ド

カ
ー
は「
誰
も
が
認
め
る
近
江
の

地
域
食
材「
近
江
牛
」メ
ニ
ュ
ー
の

出
店
を
想
定
し
た
鉄
板
焼
き
機
能

に
特
化
し
た
フ
ー
ド
カ
ー
」「
様
々

な
食
材
に
対
応
で
き
、ス
タ
ン
ダ
ー

ド
な
メ
ニ
ュ
ー
に
対
応
可
能
な
カ

フ
ェ
機
能
に
特
化
し
た
フ
ー
ド

カ
ー
」「
ド
リ
ン
ク
メ
ニュ
ー
の
提
供

に
必
要
な
設
備
が
詰
ま
っ
た
バ
ー

機
能
に
特
化
し
た
フ
ー
ド
カ
ー
」

の
３
台
で
そ
れ
ぞ
れ
機
能
が
異

な
って
い
る
。

　
清
掃
性
、耐
久
性
、デ
ザ
イ
ン
性

が
最
も
優
れ
て
い
る
オ
ー
ル
ス
テ
ン

レ
ス
製
を
採
用
し
、設
計
は
飲
食

関
係
者
が
監
修
。
出
店
者
の
導

線
・
調
理
・
提
供
・
清
掃
な
ど
含

め
て
理
想
的
な
仕
様
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
、こ
の
３
台
は
近
江
ツ
ー

リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
が
レ
ン
タ
ル
フ
ー
ド

カ
ー
と
し
て
運
用
し
、事
業
所
や

料
理
人
の
方
を
随
時
募
集
し
て
い

く
こ
と
と
な
る
。
現
在
、幅
広
い
飲

食
業
者
の
方
に
近
江
食
材
と
共
に

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
条
件
整
備

な
ど
を
行
って
い
る
。

■ 

パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
は
、国

内
で
も
評
価
の
高
い
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ

ザ
イ
ン
集
団「intentionallies

」

が
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
、彦
根
の
歴

史
を
テ
ー
マ
に
唯
一
無
二
の
コ
ン
セ

プ
ト
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
フ
ァ
ニ

チ
ャ
ー
の
製
作
を
行
っ
た
。
今
後
、

市
内
イ
ベ
ン
ト
等
で
皆
が
使
用
で

き
る
仕
組
み
を
作
る
べ
く
、近
江

ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
に
よ
っ
て
条
件

整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。
担
当
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
海
野
典
生
氏
は
コ
ン

セ
プ
ト
を
こ
う
語
る
。

「
存
在
を
主
張
す
る
事
無
く
凛
と

し
た
佇
ま
い
の
家
具
。カ
ッ
プ
ル
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
、団
体
客
そ
し
て
お
一

人
様
で
も
、老
若
男
女
ど
の
属
性

に
も
親
し
み
易
い
ベ
ン
チ
を
提
案

し
ま
す
。
暖
か
み
の
あ
る
ベ
ン
チ
は

県
産
材
や
間
伐
材
を
用
い
て
地
元

木
工
職
人
の
手
に
よ
っ
て
造
ら
れ

ま
す
。ま
た
、そ
の
家
具
は
将
来
的

に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
購
入

可
能
で
あ
り
、木
工
商
材
の
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
と
し
て
の
機
能
も
果
た
す

上
に
、森
林
保
全
や
伝
統
工
芸
技

術
継
承
、魅
力
的
な
景
勝
地
体
験

装
置
と
し
て
持
続
的
な
街
づ
く
り

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
創
造
し
ま

す
。メ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
は
設
置
場

所
の
文
脈
や
彦
根
の
環
境
を
考
慮

し
、日
本
・
彦
根
の
美
し
い
所
作
を

ヒ
ン
ト
に
し
て
い
ま
す
。」

■Dram
atic Legacy+Dining  

　
彦
根 

梅
あ
か
り
と
食
の
祭
典

　
彦
根
城
内
に
あ
る
、約
４
０
０

本
の
紅
梅
や
白
梅
が
咲
き
誇
る
梅

※ 近江ガストロノミー
  美食材マップ＆カレンダー
　「近江食材」とは、2市4町等で収穫され、美
味しさはもちろん、販路の可能性、安定した生
産体制も構築した食材を指し、地域性と収穫
時期（旬）という2つの軸でピックアップして、
マップ＆カレンダーという形でとりまとめたも
のが「近江ガストロノミー美食材マップ＆カレ
ンダー」である。従来のグルメマップとの違い
は、彦根周辺地域を一度は訪れてみたい場所
へとブランディングするために、食材にフォーカ
スした点である。
　国内外へプロモーションするため、今後も食
材を追加し、我々の地域にはすばらしい素材が
あり、それを調理する独自の方法が確立され、
さらにはそれらを提供する魅力的な店舗も存
在し、訪れたくなるといったストーリー性を感じ
ていただけるものとしていく。

林
は
、江
戸
時
代
に
は
米
蔵
が
あ
っ

た
場
所
で
あ
る
。１
９
５
０
年
、彦

根
城
が
新
日
本
観
光
地
百
選
に
選

ば
れ
た
の
を
記
念
し
て
こ
の
梅
は

植
え
ら
れ
た
。
例
年
は
３
月
下
旬

頃
に
見
頃
を
迎
え
、関
西
で
も
指

折
り
の
梅
の
名
所
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
彦
根
城
の
隠
れ
た
名
所「
梅

林
」を
活
用
し
て
、３
月
中
旬
か
ら

下
旬
の
金
土
日
曜
日
の
夜
、８
日

間
に
か
け
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
デ
ザ
イ

ナ
ー
内
原
智
史
氏
に
よ
る
梅
林
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
と
フ
ー
ド
カ
ー
を
活

用
し
た
食
の
提
供
、食
事
を
と
る

た
め
の
先
進
的
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ァ

ニ
チ
ャ
ー
の
設
置
が
行
わ
れ
た
。ス

ペ
シ
ャ
ル
デ
ー
の
18
日
は
来
場
者
８

０
０
名
を
記
録
し
、期
間
中
延
べ

２
１
４
８
人
の
方
に
こ
の
特
別
な

梅
林
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
。

　　
【
総
括
】

　
本
事
業
で
は
、交
流
人
口
を
増

加
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
要
素

「
食
」の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。ま

ず
、地
域
内
で
調
達
可
能
な
食
材

の
選
定
を
行
い
、次
に
そ
の
食
材
を

調
理
す
る
人
材
育
成
の
た
め
に一

流
料
理
人
を
招
い
た
地
域
料
理
人

対
象
の
料
理
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

同
時
に
料
理
人
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

促
す
た
め
の
フ
ー
ド
カ
ー
の
開
発
、

披
露
す
る
た
め
の
食
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
、市
内
外
、国
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
を

実
施
し
た
。
次
年
度
は
更
に
、地

域
料
理
人
の
腕
試
し
の
場
と
し
て

料
理
グ
ラ
ン
プ
リ
を
開
催
す
る
予

定
で
あ
る
。
数
値
的
な
目
標
に
関

し
て
は
、観
光
入
込
客
数
が
わ
ず

か
目
標
に
到
達
で
き
な
か
っ
た
も

の
の
、宿
泊
客
数
は
平
成
26
年
比

１
２
５
・
５
％
、Ｋ
Ｐ
Ｉ
比
１
２
０
・

５
％
、観
光
消
費
額
は
、平
成
25
年

比
１
１
７
・
７
％
、Ｋ
Ｐ
Ｉ
比
１
０

７
・
１
％
と
な
り
大
幅
に
増
加
し

た
。
各
観
光
指
数
の
増
加
に
は
、

様
々
な
要
因
が
重
な
っ
た
可
能
性

も
充
分
に
考
え
ら
れ
る
が
、今
後

こ
の
増
加
す
る
観
光
客
を
リ
ピ
ー

タ
ー
と
し
て
掴
む
た
め
の
魅
力
向

上
に
、本
事
業
は
時
間
を
か
け
な

が
ら
真
価
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と

と
な
る
だ
ろ
う
。

● 

宿
泊
客
数

31
万
２
千
人（
平
成
26
年
実
績
）

↓
32
万
５
千
人（
平
成
28
年
目

標
）↓
39
万
１
千
６
０
０
人（
28
年

実
績「
全
体
」）

● 

観
光
消
費
額

１
４
１
億
円（
平
成
25
年
実
績
）

↓
１
５
５
億
円（
平
成
28
年
目
標
）

↓
１
６
６
億
円（
平
成
28
年
実
績
）

美食都市
　美食都市とは「地域の食材にふれることのできる市場や直売店 （または
生産地） があり、 郷土料理、 伝統料理やご当地グルメなどを体験できる飲
食店、老舗やプログラムがあり、そして飲食の楽しみを生産者・料理人ととも
に体験できるフードイベントやフードフェスティバルのある都市。かつ、それら
が観光情報として発信されている都市」をいう。産地、或いは市場、直売所
がある。レストラン、食べ歩きができるまち、地区がある。フードフェスティバル
がある。この３つが美食都市には必要である。今後展開する近江の美食
都市創造は、かつての伝統的食文化の掘り起こしによる再生と、地域の伝統
文化に合う新しい潮流を取り入れたものとなる。近江各地域がそれぞれの
在来作物を掘り起こし、琵琶湖の水産物を加えた食材を使った美食料理と
特産品を展開すれば、リピーターにも応えられる美食エリアとして認識される
可能性が高くなる。「味覚的付加価値」と「観光的付加価値」による相乗効
果を狙うのがフードツーリーズムの成立要因である。土地の景観やホスピタ
リティ、旅情、人々の生活習慣、歴史の発見、農水産物などの諸要素とフー
ドツーリズムの美味との相互作用や一体化が、新しい観光体験となる。フー
ドツーリズムにおいて食は「美味」でなければならない。そして美味は食の構
成要素が観光資源となりうる最小限度必要な条件である。美味な食を構成
する生産物、食材、料理人、食文化、景観、サービス、伝統の味、器などはす
べて観光資源となりうる。

Review ＆ Next year plan

南欧編 講師:太田哲雄氏　2017年2月 6 日（月）14：00～16：30
和食編 講師:石井　仁氏　2017年3月14日（火）14：00～16：00
フレンチ編 講師:石井真介氏　2017年3月20日（月・祝）14：00～16：30

▶写真上 フードカー（3月4日清凉寺）・中 「梅あかり」とパブリックファニチャー
　下 ｢梅あかりスペシャルデー」 近江高校ステージ（3月18日）

▶南欧編  大阪ガス㈱DILIPA彦根 クッキングスタジオにて
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April.2017女性会通信   

　縁あって介護施設“さくら”
を彦根商工会議所の方や関係
者の皆さまのご協力によって
開業することになり早くも４年
目に入りました。
　会社理念“誠実・感謝・貢献”を忘れず 人は姿・形は変わ
るけど持って生まれた心は変わらない…思いやりのある心優
しい人間でありたいと心がけています。自分自身の健康を守
るために始めていた 国際ヨガ協会に所属しヨガを３５年間続
けていて、初段を取得したことで今の仕事に活用することが
出来ています。また彦根市が健康維持のために推奨している
金亀（コンキ）体操を利用者様が毎日するとき必ず、息を止め
ずに腹式呼吸で行っていただくことを指導することが自然に
でき、役立っています。
　お蔭様でたくさんのボランティアさんにもお越しいただき利
用者の皆さまが“さくら”へ来るのが楽しみで…楽しくて…と
言っていただいていることに何よりの幸せを感じています。素
晴らしいスタッフも揃っていて、笑顔で誠心・誠意で接してい
ます。
　地域の皆さまに愛される施設でありたいと願っています。
　　　あれも大事　これも大事　ぜんぶ大事
　　　けれども　心が一番大事！

　３月４日（土）、彦根市立病院医療情報センターに於いて、第23回健康
講座が開催され定員80名のところ、106名の皆様が参加されました。まず
は、いつものように、旬の食材をふんだんに取り入れた“胃腸いきいき松花
堂弁当”をおいしく頂きました。
　消化器内科主任部長 来住（きし）優輝先生の「ピロリ菌と胃の病気のお
話」があり、胃にピロリ菌がいて、慢性胃炎を起こしている人は、胃がんにか
かりやすく、胃がんリスク検診（ＡＢＣ検診）は、採血するだけで、胃がんに
なりやすいか、なりにくいかがわかるそうです。早期胃がんは、内視鏡的切
除や外科手術によって完全に治すことができるとのことです。貴重なお話
を聞かせて頂きました。次に栄養科の栄養管理士 大橋氏より「おなかの
中から元気に腸内環境を整えよう」善玉菌は野菜や果物が大好物、悪玉菌
は肉や脂肪が大好物というお話をうかがい、最後は、みんなで健康体操
「便秘スッキリ体操」をして、体や脳をリフレッシュし、有意義な時間を過ご
させて頂きました。　　　　　                 田中司法事務所　田中 多鶴枝

彦根市立病院健康講座に参加

会議所玄関前に花を植えました

あのね～  　　　　     女性会事業所紹介
青年部通信 YEG April.20l7

青年部伝言板 ■通常総会・懇親会 4月24日（月）16時30分受付 17時開会 於：彦根商工会議所  ■会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。

　
去
る
、２
月
９
日
、彦
根
商
工
会

議
所
に
て
36
名
参
加
の
も
と
、税
理

士
法
人
中
央
総
研
代
表
社
員
で
あ

る
山
川
晋
氏
を
講
師
と
し
て
御
招

き
し
、２
月
度
例
会「
〜
不
易
流
行 

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
教
科
書
〜
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　
山
川
晋
氏
に
は
10
月
度
オ
ー
プ

ン
例
会
に
も
講
師
と
し
て
講
演
を

い
た
だ
き
、前
回
の
講
演
内
容
を
よ

り
深
く
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
論
語
抄
の
素
読
か
ら
始
ま
り
、先

人
の
言
葉
を
解
説
し
て
頂
き
、経
営

者
や
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
心

２
月
度
例
会

「
〜
不
易
流
行 

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
教
科
書

（
先
哲
に
学
ぶ
人
間
学
）〜
」を
開
催

㈲
彦
根
サ
ッ
シ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　          

青
木 

翔
平

　
こ
の
度
、青
年
部
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
、㈲
彦
根
サ
ッ
シ
セ
ン
タ
ー
の
青

木
翔
平
と
申
し
ま
す
。

　
弊
社
は
昭
和
48
年
に
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
販
売

店
と
し
て
創
業
し
、45
年
目
を
迎
え
地
元
工

務
店
・
官
公
庁
を
主
な
取
引
先
と
し
て
営
業

し
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
63
年
に
は
、脚
立
メ
ー
カ
ー
の
協
力
会

社
と
し
て
ア
ル
ミ
加
工
業
に
参
入
し
、サ
ッ
シ
業

と
ア
ル
ミ
加
工
業
の
２
本
柱
で
事
業
展
開
し

て
お
り
、ま
た
平
成

24
年
に
は
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ

シ
ョ
ッ
プ
店
に
加
盟

し「
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
シ
ョ
ッ

プ
彦
根
小
泉
店
」と

し
て
Ｂ
to
Ｃ
ビ
ジ
ネ

ス
を
視
野
に
入
れ
た

営
業
を
進
め
て
い
ま

す
。㈲

川
瀬

　
　
　
　
　          

川
瀬 

雅
貴

　
こ
の
度
、青
年
部
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
、夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド
沿
い
に

事
業
所
を
構
え
て
お
り
ま
す
、㈲
川
瀬
の
川
瀬

雅
貴
と
申
し
ま
す
。

　
業
務
内
容
と
し
て
は
、「
中
日
新
聞
」、「
産
経

新
聞
」、「
日
経
新
聞
」等
の
配
達
、営
業
、販
売

な
ど
を
行
う
新
聞

販
売
店
で
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま

の
お
役
に
立
て
る

販
売
店
を
目
指
し

頑
張
っ
て
お
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

青
年
部
事
業
所
紹
介

ま
い
ど
お
お
き
に

㈱Wellness（デイサービスさくら）         上田 豊子

　
去
る
２
月
24
、
25
日

に
、日
本
商
工
会
議
所
青

年
部
第
36
回
全
国
大
会

い
わ
み
ざ
わ
大
会
へ
彦
根

Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
13
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
全
国
大
会
は
、

「
泰
山
北
斗
〜
拓
け
!!

今
こ
そ
魅
せ
ろ
Ｙ
Ｅ
Ｇ

開
拓
精
神
〜
」と
題
し

て
、全
国
各
地
か
ら
約

５
，０
０
０
名
が
一
堂
に

集
い
、初
日
に
行
わ
れ
た

大
懇
親
会
で
は
、マ
イ
ナ

ス
８
度
と
い
う
気
温
の

中
、地
元
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
よ
る

多
く
の
飲
食
ブ
ー
ス
が

屋
外
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、北
海
道

の
特
産
品
を
堪
能
い
た
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
記
念
式
典
で
は
、内
田

大
会
会
長
よ
り
多
く
の
参
加
に
対

す
る
お
礼
を
述
べ
ら
れ
る
と
と
も

に
、地
域
の
方
に
支
え
ら
れ
て
実
現

し
た
大
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、数
日

間
で
は
あ
る
が
岩
見
沢
と
い
う
地

を
堪
能
し
て
ほ
し
い
と
熱
い
想
い

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。開
催
ま
で
の

取
組
に
つ
い
て
映
像
が
流
れ
る
中
、

地
域
の
方
と
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

第
36
回
全
国
大
会
い
わ
み
ざ
わ
大
会
に
参
加
し
て

構
え
や
働
く
姿
勢
を
学
び
ま
し
た
。

言
葉
の
一
つ
一
つ
に
重
み
が
あ
り
、

自
身
の
現
状
と
比
較
し
て
改
善
点

に
気
付
き
、す
ぐ
に
行
動
を
起
こ
す

必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、一
見
当
た

り
前
の
事
が
出
来
て
い
な
い
事
も

多
く
胸
を
貫
か
れ
る
思
い
で
し
た
。

　
今
回
の
例
会
を
通
し
て
気
付
い

た
こ
と
を
、行
動
を
起
こ
し
身
に
着

け
る
こ
と
に
よ
り
、今
後
、進
む
べ

き
道
の
選
択
を
迫
ら
れ
た
時
に
、指

針
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

  

㈻
松
風
学
園　
彦
根
総
合
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       
松
本  
寛

心が一番大事

協
力
し
て
設
営
を
さ
れ
て
い
る
姿

を
見
て
、開
催
地
の
絆
の
強
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　
私
は
、今
回
初
め
て
全
国
大
会
に

参
加
し
、長
時
間
メ
ン
バ
ー
と
過
ご

す
こ
と
で
絆
を
深
め
る
と
と
も
に
、

県
内
外
の
メ
ン
バ
ー
と
も
交
流
が

出
来
ま
し
た
。
今
回
感
じ
た
こ
と

を
、今
後
の
青
年
部
活
動
に
お
い

て
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

          

上
野
工
業　
上
野 

文
吾

　３月22日（水）、会員有志14
名で会議所玄関前緑地帯にガザ
ニア60個を新たに植えました。
お近くをお通りの際は、色とり
どりの花をぜひご覧ください。
昨年の水仙もきれいに並んで咲
いています。

T U G U M I

あわただしい日常に ほんの少し自分と向き合う時間を
持ってみませんか？
書家/継未-TUGUMI-代表 前田鎌利氏が毎月来彦

彦根商工会議所 彦根プレミアム書道塾  「ひこね継未塾」 受講生募集中!! TEL.２２-４５５１

30名（定員になり次第締切）

入会金 5,000円・受講料 1回3,000円

定　員

費　用

持ち物

書道用具一式（筆、墨、硯、水差し、筆巻き、下敷き、文鎮）
※各自が普段使用されているもので結構です。もしお
持ちでない場合は、継未書道セット（6,480円）を販売
しますので、事前にお申し出ください。
※半紙は講師指定のものを当所にて準備します。

第１回　６月17日　彦根商工会議所４階大ホール
テーマ　「“城”・“直虎”を書く」

第２回　７月22日　彦根商工会議所４階大ホール
テーマ　「ＨＡＣに向けた作品制作（仮）」

第３回　９月16日　彦根商工会議所４階大ホール
テーマ　「井伊家伝来の書・日下部鳴鶴の書」

第４回　10月21日　千代神社 参集殿
テーマ　「日常の書・仮名の書」

第５回　12月16日　彦根商工会議所４階大ホール
テーマ　「一年内観」

第６回　１月20日　彦根商工会議所４階大ホール
テーマ　「書き初め」

第７回　２月17日　千代神社 参集殿
テーマ　「古典に学ぶ」

第8回　３月17日　千代神社 参集殿
テーマ　「写経　～内なる自分と向き合う～」

Schedule

受
講
者
の
声

● 

心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。

● 

毎
回
、様
々
な
趣
向
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
書
に
集
中
す
る
時
間
が
楽
し
い
。

● 

前
田
先
生
の
講
義
に
思
わ
ず
引
き
込
ま
れ
ま
す
。

● 

意
識
を
持
っ
て
練
習
す
る
こ
と
で
、自
分
の
字
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

■４月21日（金）通常総会 ■５月19日（金）関西女連 敦賀大会INFORMATION
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地域経済データ 売上高ＤＩはプラス水準に回復するも
経常利益ＤＩはマイナス水準に悪化
　湖東地域のその他のＤＩ項目をみると、売上ＤＩ

は＋５と前回（－26）から＋31ポイントと大幅に上

昇し、マイナス水準からプラス水準になった。見通

しは－16と再びマイナス水準になる。経常利益ＤＩ

（＋２→－３）は前回プラス水準に回復したが、再び

マイナス水準に低下。見通しは－14とマイナス幅が

拡大する。製・商品の在庫ＤＩ（＋23→＋８）は過剰

感が弱まった。販売価格ＤＩ（－10→０）は大幅に上

昇しもちあいになった。仕入価格ＤＩ（－３→＋25）

は、大幅に上昇しプラス水準となった。生産・営業

用設備ＤＩは（－５→－３）はマイナス幅がやや縮

小。雇用人員ＤＩ（－35→－30）は５ポイント上昇

し、見通しも－30であり、依然、湖東地域は雇用人員

の不足感が強いようだ（図表３）。

設備投資実施は再び５割超え
　今回の調査期間（17年１－３月期）内に設備投資

を実施した（する予定）企業の割合は、湖東地域では

55.6％で、前回調査（16年10－12月期）の48.8％か

ら上昇、再び５割を超え、県全体（48.5％）も上回った。

　設備投資実施予定（未確定を含む）の主な内容を

みると、湖東地域では「ＯＡ機器の購入」（40.0％）が

トップ、次いで「生産・営業用設備の更新」「ソフト

ウェアの購入」（ともに35.0％）、「生産・営業用設備

の新規導入」（30.0％）となった（図表５）。

　なお、来期（４－６月期）に設備投資を実施する企

業の割合は、湖東地域では57.1％に上昇し、県全体

（47.1％）を上回る見通しだ（図表４）。

今後の設備投資の方針・・・「拡大」「抑
制」ともに３割
　「今後の設備投資の方針」についてたずねたとこ

ろ、回答のあった湖東地域35社のうち、「積極的に拡

大する」（2.9％）は県全体（4.8％）を下回り、甲賀地

域（0.0％）、大津地域（2.0％）に次いで低くなった。

しかし、「需要動向によるが、基本的に拡大する」

（31.4％）を合わせた“拡大する”方針は34.3％と、県

全体（31.8％：積極拡大4.8％、基本的に拡大27.0％）

を上回って県内第３位であった。一方、「抑制する」

「基本的に抑制する」を合計した“抑制する”方針は

34.3％と、「拡大」と「抑制」が同じ割合となった（図

表６）。

　湖東地域としては、今後の需要動向を見極めつ

つ、堅実に設備投資を実施するか、慎重に抑制する

か、二極化の傾向にあると思われる。

（寄稿：㈱しがぎん経済文化センター）

景況感は、マイナス幅が拡大し悪化
　今回の調査期間（2017年１－３月期）での湖東地域

の自社の業況判断ＤＩは－22だった。前回（16年10

－12月期：－14）から８ポイント悪化し、マイナス幅

が拡大した。県全体（－10）との比較では、12ポイン

ト下回った。

　業況判断の個別コメントから、「良い」理由として

は、「受注が好調継続」（繊維）、「売上高、経常利益の増

加」（卸売）、「短期の特需で売上５％増加」（サービス）

などの意見がみられた。一方で「デフレによる需要低

迷」（鉄鋼）、「競合店の出店が相次ぎ先行き不透明」「大

雪のため」（ともに小売）など、厳しい意見が多かった。

　３カ月後（４－６月期）は３ポイント悪化の－25と

マイナス幅が拡大し、県全体（－６）に比べても大幅

に悪化する見通しを示した（図表１）。

湖北地域を除きマイナス
　県内を地域別にみると、前回との比較でプラス水準

に回復した地域は湖北（－24→＋16）のみで、他の地域

は全てマイナス水準になった。大津（－15→－13）、東

近江（－11→－９）、甲賀（－９→－６）は小幅改善す

るも、南部（－11→－13）、湖西（－24→－27）は、マイ

ナス幅が拡大し厳しい状況は続いている。

　３カ月後（４－６月期）は、県全体（－10→－６）

では改善する見通しとなったが、湖東（－22→－25）

は更に悪化する見通しとなった。他の地域では、湖

北（＋16→＋９）はプラス水準を維持、甲賀（－６→

＋２）はプラス水準に回復。大津（－13→－13）は横

ばい、南部（－13→－５）、東近江（－９→－４）、湖西

（－27→－20）は、マイナス幅が縮小する見通しであ

る（図表２）。

しがぎん経済文化センター「滋賀県内企業動向調査」より

湖東地域の景況感はマイナス幅が拡大し悪化

年 年 年 年 年 年 年

（％・ポイント） 図表１ 自社の業況判断ＤＩの推移 湖東地域）

当期ＤＩ 当期ＤＩ

（県全体）

かなり良い やや良い やや悪い かなり悪い

（ｎ＝ ）

（見通し）

年 月

東日本大震災
年 月

消費税率８％

年 月

政権交代

-13
-12

-31

4

-16

-11

-24

12

-15 

-1 

-25 

-6 

-13 

-30 

-16 

-28 

-13 
-15 

-11 -11 
-9 

-14 

-24 -24 

-10 
-13 -13 

-9 
-6 

-22 

16 

-27 

-6 

-13 

-5 -4 

2 

-25 

9 

-20 

全体 大津 南部 東近江 甲賀 湖東 湖北 湖西

図表２ 自社の業況判断ＤＩ（地域別）

年 ４－６月期 年 ７－９月期 年 月期 年 １－３月期 年 ４－６月期（見込み）

（％・ポイント）

44.6 

51.0 

46.4 

48.8 48.5

43.1 

46.3 

57.4 

51.0 

55.6 56.3 

25.0 

47.1 

57.1 

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

県全体 大津 南部 東近江 甲賀 湖東 湖北 湖西

図表４ 設備投資を実施する予定の企業の割合（地域別）

16年 7-9 16年 10-12 17年 1-3 17年 4-6（見込み）

（％）

26.6

45.0

20.7

30.8

30.2

14.8

7.7

5.9

8.3

40.0

35.0

35.0

30.0

25.0

20.0

15.0

5.0

5.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

ＯＡ機器の購入

生産･営業用設備の更新

ソフトウェアの購入

生産･営業用設備の新規導入

車両の購入

建物の増改築

土地購入

建物の新築

その他

図表５ 設備投資の主な内容（複数回答）

県全体（n＝169）

湖東（ｎ＝20）

（％）

全体

（ ）

大津

（ ）

湖南

（ ）

東近江

（ ）

甲賀

（ ）

湖東

（ ）

湖北

（ ）

湖西

（ ）

図表６ 設備投資の今後の方針

積極的に拡大する 需要動向によるが、

基本的に拡大する

現状と同程度を

維持する

需要動向によるが、

基本的に抑制する

抑制する

　㈱滋賀銀行のシンクタンクである㈱しがぎん経済文化センタ－では、四半期ごとに「滋賀県内企業動向調査」を実施し
ている。今回「2017年第１四半期（１－３月期）」の調査では、936社を対象に311社からの回答を得た。このうち、湖東
地域（彦根市・愛荘町・豊郷町・甲良町・多賀町）からの回答は36社だった。

【分析方法】ＤＩ（ディフュージョン・インデックス）
・質問の「プラスの選択肢（良い・増加・過剰・上昇）の回答割合」か「マイナスの  
　選択肢（悪い・減少・不足・低下）の回答割合」を引いた指数。
・各項目の水準や方向性を示す。

16年 16年 16年
4-6月期 7-9月期 10-12月期 4-6月期

前回 見通し

売上 （増加－減少） ( -16 )

経常利益 （増加－減少） 8 -18 2 -3 ( -2 ) -14

-16

製・商品の在庫 （過大－不足） 6 10 23 8

0

5

( 20 ) 6

0

販売価格 （上昇－下落） -10-3 -10

-3

( -10 )

仕入価格 （上昇－下落） 23 6 25 ( 7 ) 28

生産・営業用設備（過剰－不足） 0 -5-6 -3 ( -7 )

-11

雇用人員 （過剰－不足） -33

-14 -22 -26

-26 -35 -30 ( -33 ) -30

※（　）内の数値は前回調査時点での1-3月期の見通し

項目
17年
1-3月期

17年

今回（※）

図表３　その他のＤＩ項目（湖東地域）
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●

10：30～11：00／13：30～14：00 彦根城天守前
15：00～15：30 彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市観光企画課  TEL.30-6120  公式HP http://hikone-hikonyan.jp/

4月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有

※雨天の場合は彦根城博物館前（冠木門）

4 月 イ ベ ン ト ガ イ ド ▶ひこね市文化プラザ エコーホール
▶料金（全席自由/税込）
　一般500円、友の会450円、学生以
　下無料（要入場券）
　※未就学児も入場いただけます。

今回で8回目を迎える「ア・ピアチェー
レ！」。クラシックの演奏会に定評があ
るエコーホールで、海外製のフルコン
サートピアノを使い、メンバー14名が演
奏します。
ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200　http://bunpla.jp

ファミリーエンターテイメント
マジックショー たかお晃
市のファンハウス
▶５／１４（日）
　 開場 13：30 開演 14：00
▶ひこね市文化プラザ メッセホール
▶料金（全席自由/税込）
　一般 1,500円、子ども（小学生以下）
　500円、友の会1,300円、友の会子ど
　も（小学生以下）300円
※３歳以上チケット必要（３歳未満膝
　上無料。席が必要な場合は有料）

1年ぶりに、たかお晃市のマジックショ
ーが彦根にやって来ます！今回のテー
マは「ファンハウス」。“何か楽しいこと
が起こる家”という意味を込められたタ
イトル。暖炉や木箱のおもちゃ箱、使い
古された電気スタンドなど、子どもの
頃の思い出がいっぱい詰まった“こども
べや”にみなさんをご招待いたします！
観客参加型の楽しいファミリーエンタ
ーテイメントマジックショーをぜひお楽
しみください！！

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200　http://bunpla.jp

mamalabo（ママラボ）
～ワークショップフェスタ～
出店者募集！
▶５／１4（日）10：00～14：00
▶大阪ガス総合ショールーム
　ディリパ彦根
ママたちが開くワークショップ＆ハン
ドメイドの体験型イベント。
ご出店者さまも募集しています。
▶出店料 無料・募集区画 10区画

テーマ展「直弼発見！　
大老・井伊直弼の職務」
▶開催中～4／11（火）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
井伊家13代直弼は安政5年（1858）に
江戸幕府の大老に就くと、幕閣のトップ
として、政務の議論・判断、幕府行事へ
の出席など、さまざまな職務に取り組み
ました。直弼が、日々江戸城で行ってい
た仕事を紹介します。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

彦根城桜まつり
＆夜桜のライトアップ
▶開催中～4／20（木）
※桜の開花状況により変動する可能性あり
▶彦根城一帯
▶ライトアップ実施時間 日没～21：00
▶ライトアップ実施場所
　彦根城内堀沿い（玄宮園前～表門
　橋～大手橋・京橋口）
春になると彦根城を中心に約1,200本
の桜が咲き、お城は1年で一番美しい
季節を迎えます。満開の時期は、例年
４月８日前後。夜は内堀を中心にライト
アップが楽しめます。

彦根観光センター TEL.23-0033
http://www.hikoneshi.com/

彦根ええもん物産館
（ご城下にぎわい市）
▶開催中～１２／１０（日）
　9：30～17：00
▶彦根城 二の丸駐車場
彦根城桜まつりから5月のゴールデン
ウィークの時期に合わせて開かれる
「ご城下にぎわい市」。今年は「彦根ええ
もん物産館」として、国宝・彦根城築城
410年祭と連動し、二の丸駐車場にて
12月まで開催されます。特産の近江牛
や湖国ならではの湖魚の佃煮、鮒寿司、
和菓子、漬物、地酒、ひこにゃんグッズな
ど“Made in HIKONE”の大集合。

特産品やお花見弁当などが所狭しと
並びます。花満開のお城巡りの後は、と
っておきの彦根土産を、ぜひこの市で
見つけてください。
（公社）彦根観光協会TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com/

花しょうぶ通り
     ナイトバザール
▶4／8(土）、５／13（土）（雨天決行）
▶花しょうぶ通り商店街
“１００円で買える幸せ” 恒例のナイト
バザール
花しょうぶ通り商店街（振）
TEL.22-1026（いと半老舗）

彦根鉄砲隊 演武
▶4／9（日）・5／3（水・祝） 雨天中止
  １回目 11：00～／２回目 12：00～
▶彦根城博物館前土手
彦根商工会議所青年部古式銃研究会
「彦根鉄砲隊」による稲富流砲術の披
露。赤よろい姿での演武は迫力満点。
彦根商工会議所青年部 TEL.22-4551
http://www.hikone-cci.or.jp

第61回彦根写真連盟展
▶4／13（木）～16（日）
　10：00～17：00（最終日は16：00）
▶彦根市民会館ギャラリー
▶入場  無料
彦根写真連盟　TEL.22-1869

ひこねで朝市
▶4／16（日）８：００～１２：００
▶護国神社
新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、醤油、
パン、菓子、ミニカフェ、その他、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461

第8回エコーホール ピアノ
メンバー演奏会
「ア・ピアチェーレ」
▶５／5（金・祝）
　開場 13：30  開演 14：00 

▶申込締切 ４／１6（日）
ママさん以外の方も出店できます。

大阪ガス総合ショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

あつあつ飲茶 de 至
福の時間
▶５／１６（火）10：30～12：45
▶大阪ガス総合ショールーム
   ディリパ彦根
▶参加費：1,000円（税込）
▶定員：12名（応募多数の場合抽選）
▶申込締切日：5／2（火）
MENU・春雨のさっぱりレモンしょうゆ
和え・トマトの焼きシューマイ・鶏肉とカ
シュ̶ナッツの炒め物・エビ入りワンタン
スープ・オレンジのシロップ煮～柚子茶ゼ
リークラッシュ添え～・紅茶

ＨＰ内イベント申込フォームをダウンロー
ドのうえ、FAXにてお申込みください。
大阪ガス総合ショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

ベビーといっしょに
コンサート2017
▶５／２５（木）
　１回目 開場 9：30 開演 10：15
　2回目 開場 12：15 開演 13：00
▶ひこね市文化プラザ メッセホール
▶料金（全席自由/税込）
　一般 500円、友の会 450円
　当日 一律 700円
※大人1名につき未就学児2名まで無
　料です。

毎年ご好評いただいている、お母さん
と赤ちゃんがいっしょに楽しめるコン
サートの第３弾！今年は時間を分けて
の2回公演です。童謡や季節の歌、手遊
びから合唱曲まで幅広いジャンルでお
届けします。
出演：髙木充江（うた）、山本哲子（う
た）、今堀智子（ピアノ）、森有子（うさぎ）

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200　http://bunpla.jp

中小企業・小規模事業者の未来（ビジネス）をサポートするサイト
としてスタート。100万社の事業者と１万人の専門家・支援機関
が参加するビジネスネットワークの構築を目指しています。

「ミラサポ～未来の企業★応援サイト～」とは

ミラサポ会員向けに“便利”で“お得”なサービスをご提供します。
ちょっとした経営上のお悩み相談から、未来のビジネス創造まで
サポートできるサイトを目指しています。

●セキュリティ・個人情報保護も万全です。 ●コミュニティは、実名登録で安全です。

ミラサポの特長

ミラサポの主な機能

ミラサポ 検索

中小企業・小規模事業
者の

未来（ビジネス）をサ
ポートするサイト!!

補助金の検索・電子申請がカンタン・便利にミラサ
ポからできる！
あなたが抱える経営課題に応える専門家の派遣が無
料で受けられる！
全国の事業者・専門家などが参加するミラサポコ
ミュニティで交流できる！
業務に役立つさまざまなサポートツールを活用する
ことができる！

1

2

3

4

彦根市 地域経済振興課　TEL.30-6119  FAX.24-9676

次の①から③までの要件を全て満たしている工事
①「増築、改築、修繕等の工事」「下水道工事」「外構工事」「防犯対
策工事」「省エネ対策工事」のいずれかの工事（新築工事および
新築工事と併せて行う工事は対象となりません）

②平成29年度中の工事（4月1日以降に着工し、平成30年3月31
日までに完了する工事）

③助成対象工事の経費が20万円以上（消費税を含む）の工事
※詳しくは、事前にご相談ください。

対象工事

次の①②③④の要件を全て満たしている人
①申請者は、申請する市内の住宅に自ら居住し、その場所に住民
登録していること。

②申請する住宅（外構工事の場合は、その住宅の敷地を含む）
は、申請者またはその2親等内の親族が所有していること。

③申請者は、申請時において市税の滞納がないこと。

助成額
①助成対象工事経費の10％で、最高10万円（千円未満は切捨て）
②移住・新婚・子育て・三世代同居（各々条件あり）のいずれか
一つ以上の要件に該当する場合は、助成対象工事経費の
15％で、最高15万円（千円未満は切捨て）
申込方法（第１回事前申込み）
　市地域経済振興課、支所・各出張所にある「事前申込書」（市
ホームページからもダウンロードできます）に必要事項を記入
し、市地域経済振興課の窓口に提出してください。
第１回事前申込の受付期間
４月３日（月）～５月31日（水）
平日 午前８時30分から午後５時15分まで
※「第２回事前申込み」は、9月1日から予定しています。
留意事項
事前申込みをする人は、当選に備え、工事前に、本事業の『手引
き』をご確認の上、必要書類を準備してください。必要書類が不
足する場合は、申請を受け付けることができません。特に、工事
前に工事箇所の詳細な写真を撮影しておいてください。

　市内の住宅。ただし、マンションなどの集合住宅は自己所有部
分のみが、店舗などの併用住宅は居住部分のみが対象です。事務
所や店舗、賃貸アパートなどは対象外です。

問合せ先

対象住宅

申請要件

④申請する住宅（その住宅の敷地を含む。）に係る固定資産税の滞
納がないこと。

彦根市役所 地域経済振興課からのお知らせ

「住もうよ！ひこね」 リフォーム事業の募集について「住もうよ！ひこね」 リフォーム事業の募集について「住もうよ！ひこね」 リフォーム事業の募集について
地域経済の活性化および居住環境の向上を図り、地域経済活性化の促進を図るとともに、移住、新婚および子育ての世帯ならびに三世代同
居における居住環境を整え、定住人口の増加を図るため、市内に本社がある法人または、市内に住所がある個人の施工業者を利用して、住宅
の改修等を行う場合に、その経費の一部を助成します。

チケット発売中！

チケット発売中！



映像・音響・情報通信システム設計施工　　人にやさしいシステムつくりをモットーに

 本社  〒522-0033 滋賀県彦根市芹川町 593-1     
　　　TEL 0749-22-7903 FAX 0749-23-8202 

京都営業所　〒600-8141 京都市下京区西木屋町通七条上る新日吉町124-3
             　 TEL 075-353-5637　FAX 075-352-2801

 http://www.akebono-tokki.com

非常･業務放送・音響システム 防犯カメラシステム

プロジェクター・AVシステム 画像伝送・TV会議システム

学校・文化ホールなど、あら
ゆる場所において放送設備が
利用されています。また、万
一の災害に備えて非常放送設
備の設置が必要です。当社で
は信頼性のある最新の機器と
確かな技術で提案・設計させ
ていただきます。

鮮明な映像と聴きやすい音響により、PCプレゼンテーションや
ビデオ上映などより簡単な操作で運営できるよう、お客様の声を
反映させながらシステムを構築いたします。

高画質な動画や静止画で多地点プレゼンテーションや会議、遠隔
教育など様々な用途で活用できます。世界中の会議室がネット
でつながります。

ブロードバンドの急速な普及
により、活躍の場が拡大しつ
つあるネットワークカメラ。
さまざまな分野での利用が
増えてきています。

NAVI検定試験

お問合わせ・お申込み　彦根商工会議所
tel.22-4551  http://www.hikone-cci.or.jp

日商簿記

申込方法
［窓口］４月3日（月）～５月12日（金）の期間中
に当所まで（受付：土日・祝日を除く平日８時
30分～17時15分）
［WEB］上記同期間中、当所ホームページより
申込み可。詳細はホームページをご覧ください。
（申込受付期間のみフォームがＨＰ上に掲載さ
れます。）

企業が求める資格第１位!!

日　時　６月11日（日）
           午前９時～　　（１・３級）
           午後１時30分～（２級）
場　所　彦根商工会議所
受験料　１級 7,710円・２級4,630円
　　　　３級 2,800円

申込方法　　　
４月17日（月）～５月25日（木）の期間中に当所まで
（受付：土日・祝日を除く平日８：30～17：15）

記憶力や集中力がアップ！学力向上の効果も

日　時　６月25日（日）
           午前 ９ 時～（珠算・段位珠算の部）
           午前10時～（暗算・段位暗算の部）
場　所　彦根商工会議所
受験料 １級2,300円・２級1,700円
 ３級1,500円・４～６級1,000円
 ７～ 10級900円
 〔暗算〕１～ 10級900円
 〔段位〕 珠算・暗算両方2,900円
 　　　　※珠算のみ2,500円
                  　　　　  暗算のみ1,200円

珠算能力・暗算・段位認定
医療・福祉・建築関係で役立つ
住環境のアドバイザー

日　時　７月９日（日）
　　　　午前10時～（３級）
　　　　午後１時30分～（２級）
場　所　彦根商工会議所
受験料　２級6,480円・３級4,320円

福祉住環境コーディネーター２・３級

今こそ。
地力をつけて、
ビジネスに
活力を。

〔WEB登録〕 http://www.kentei.org/
〔電話登録〕東京商工会議所検定センター
　　　　  tel.03-3989-0777
　　　　　　　    （土日・祝日を除く平日10：00～18：00）

※当所の窓口では受付できません。

申込登録期間 ４月25日（火）～５月26日（金）

明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

有効期限2017年5月15日まで

有効期限2017年5月15日まで

有効期限2017年5月15日まで

有効期限2017年5月15日まで

有効期限2017年5月15日まで

有効期限2017年5月15日まで

彦根市本町２-１-６／tel.0749‐27‐5025 /火曜日定休
営業時間 11：00～14：30／17：00～20：00（L.O.）

炭火焼き国産
うなぎ専門店 

●うなぎ丼 1,900円～ ●ひつまぶし2,800円～

M
A
P

うなぎや源内
お食事の方 デザートサービス

お1人様１枚のご利用と

させていただきます。

お線香 ３割引

和の灯りで心の安らぎを
仏事はもちろんのこと、暮ら
しの中でお使いいただける和
ろうそくを幅広く取り扱って
おります。伝統工芸品である
和ろうそくや貴重なお香に興
味のある方はぜひお立ち寄り
ください。

彦根市河原３丁目２-２４・Tel.０７４９-２6-2106
営業時間 9：0０～19：0０・無休・来店前要予約

お1人様１枚のご利用と

させていただきます。蠟喜商店和蠟燭

蠟喜商店和蠟燭

洋ローソク・線香・焼香一式

※楽器本体は対象外です。

・アクセサリーお買い上げで８％off
・当店オリジナルピック３枚プレゼント

ラグジュアリーな落ち着いた空間で、世界の銘酒と
カクテル、シガーを楽しめる彦根のホテルバー。
歴史好きのオーナーが創作する彦根ゆかりの武将を
イメージしたオリジナルカクテルは要チェック。
「スタンダードのものではなく自分なりにアレンジ
を加え、より美味しいものを作るように心がけてい
る」とカクテルには自信満々。個室もあり、いろいろ
なニーズに応えてもらえるのも嬉しい。また、滋賀
県では珍しい「シガー」が楽しめるのも、この店なら
では。日常の喧騒を離れ、至福の時間をどうぞ。

彦根市旭町9-14 ホテルサンルート１F
TEL・FAX 0749-22-7071／営業時間 18：00～25：00／無休

加盟店／有限会社ガーディアン・ズ
オフィスコンビニ彦根店
0120-40-0064

オフィスの中に“Ｍｙコンビニ”をオフィスの中に“Ｍｙコンビニ”を
オフィスコンビニのココがイイ!!
● 毎日のドリンク代、コストダウン
● 好みに合わせて選べる商品
● 欲しい時にすぐそこに
● 契約書不要の簡単申込み
● 定期的な訪問で補充も万全
● 面倒な管理も一切不要

ドリンク
50円～

お菓子・カップラーメン
100円～

料金は飲んだ分だけ！全て格安

新規設置の方限定
50円ドリンク10本サービス!!
※他のクーポン券との併用はできません。

◎Table Carge( 席料）  500円 
Standard Cocktail／スタンダード カクテル  850円～
Draft Beer／樽生ビール（レギュラーグラス）   700円～
Whisky／ウイスキー  800円～

お1人様１枚のご利用とさせていただきます。

ご飲食代5％割引

彦根市中央町6-11・1階／TEL.0749-20-6989
営業12：00～21：00／定休日 水曜日

●各種楽器販売
ギター、ベース、ドラム、アンプ、エフェ
クター、ウクレレ、関連アイテムなどを
取り揃えています。
●店頭リペア対応可
リペアマン常駐！即日対応可！
改造や調整のご相談も承ります。
●練習スタジオ完備
モニタリングにこだわった練習スタジオを
設置。個人練習用１室、バンド練習用１室。
・スタジオレンタル 1,800円／h～

当店のエフェクターブランド「ennui sound」。
関西の楽器見本市「サウンドメッセ2017」に
出展いたします。彦根から世界へ!!

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm




